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広報いずみさの 平成28年12月号　もくじ
今月の表紙：子どもが安心して過
ごせる居場所づくりとしてスター
トしたこども食堂。11月10日㈭
には泉佐野ふるさと町屋館の外蔵
で開催され、表紙モデルの若生彩
杏さん（11）が所属する軟式野
球チーム「泉佐野レッドスターズ」
とともに参加してくれました。
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こ
ど
も
食
堂
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は
じ
め
ま
し
た
。

★市役所など、年末年始の業務…年末は12月28日㈬まで、年始は1月4日㈬から（詳しくは28ページをご覧ください。）
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特 集

AR
動画

　核家族化や少子高齢化など社会状況が大きく変化するととも
に、共働き家庭やひとり親家庭が増加し、放課後をひとりで過ご
す子どもが増えています。地域においても隣近所のつながりが希
薄化するなか、泉佐野市では子どもが安心して過ごせる居場所づ
くりとして10月からこども食堂をスタートしました。

問合先　子育て支援課

　平成28年11月10日㈭、泉佐野市ふるさと町屋館
の外蔵で実施された「こども食堂」には、軟式野球チー
ム「泉佐野レッドスターズ」のみなさんが参加して
くれました。この日は、子どもたちが大好きな「カレー
の日」。カレーが配られると、子どもたちは楽しくお
しゃべりしながら、おいしそうに食べていました。

こども食堂、
はじめました。
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特集　こども食堂、はじめました。

こどもの居場所づくり事業  こども食堂
　気軽に参加できます。みんなで宿題や遊びを一
緒にしましょう！（＊）の日は食事を提供します。
場所・開催日
●泉佐野ふるさと町屋館（旧新川家住宅 本町5-29）
…12月8日㈭・15日㈭・22日㈭・24日㈯（＊）
●うちカフェ（市場東2丁目326-7）
…12月14日㈬（＊）・25日㈰（＊）・28日㈬（＊）
時間　午後3時～7時
　　　（土・日曜日は午前11時～午後2時）
申込・問合先　サードプレイス（☎090-6238-23
45 ｅメール：info@the3rdplace.jp）
※中学生以下は参加無料。食物アレルギーのある
人は事前に問い合わせてください。 

　

近
年
、
核
家
族
や
共
働
き
世
帯
な
ど
が
増
加
し
、
一
人
で
夕
食

を
と
る
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
や
家
庭
以
外
の

子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
し
、
食
事
を
通
じ
て
子
ど
も
の
「
食
」

を
支
え
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
の
輪
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
無
料
（
保
護
者
な
ど
は
実
費
相
当
額
負
担
）
で
参
加
で

き
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
食
事

の
提
供
は
月
１
回
以
上
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
堂
」
と
つ
い
て
い
ま
す
が
、
目
的
は
食
事
を
提
供
す
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
遊
ん
だ
り
勉
強

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
居
場
所
」
も
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
が
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
学
び
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
市
で
は
「
こ
ど
も
食

堂
」
の
開
設
に
よ
り
、
子
ど
も
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
学
校
や
地
域
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
健
全
な
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
本
市
で
は
、
９
月
に
大
阪
府
と
協
働
で
「
子
ど
も
の
生
活

に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
来
年
３
月
に
ま
と
ま

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
今
後
も
子
ど
も
を
孤
立
さ
せ

な
い
、地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
ど
も
食
堂
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　　　特集　市民防災の日
大防災訓練が行われました大防災訓練が行われました

　泉佐野市では、市民一人ひとりが様々な災害についての防災意識を高め、災害に　泉佐野市では、市民一人ひとりが様々な災害についての防災意識を高め、災害に
対する備えを強化し、安全で安心なまちづくりを推進するため、今年から毎年11月対する備えを強化し、安全で安心なまちづくりを推進するため、今年から毎年11月
の第1日曜日を「市民防災の日」としています。の第1日曜日を「市民防災の日」としています。
　今年の「市民防災の日」となる11月6日㈰、南海トラフ巨大地震を想定した「平成　今年の「市民防災の日」となる11月6日㈰、南海トラフ巨大地震を想定した「平成
28年度 泉佐野市大防災訓練 ～南海トラフ巨大地震発生 その時あなたはどうする～」28年度 泉佐野市大防災訓練 ～南海トラフ巨大地震発生 その時あなたはどうする～」
が市内32ヵ所の避難所など市内全域で行われ、約4,600人が参加しました。が市内32ヵ所の避難所など市内全域で行われ、約4,600人が参加しました。
問合先　市民協働課

午前の部 避難所への避難訓練

午前の部は避難所への避難訓練として、町会や自治会などの自主防災組織
と連携した避難訓練が市内各所で行われ、自主防災組織69団体を含めて、
合計76の町会・自治会が参加されました。その一部を紹介します。

●第三小学校の避難訓練
　午前9時に市内の防災行政無線
からサイレンが鳴り、午前9時3分
には市から津波警報を知らせる緊
急速報メールが配信されると、避
難所である第三小学校にたくさん
の参加者が集まりました。
　第三小学校の体育館では、市民
のみなさんによって速やかに簡易
トイレ・簡易ベッドが組み立てら
れました。段ボール製で、布で囲
うことによりプライバシーも保護
されていました。

●日根野小学校の避難訓練
　日根野小学校では、体育館で救急処置訓
練として応急担架の作成法やトレーニング
キットを使用した心肺蘇生法の実技が行わ
れました。
　昨年発足した女性消防団の団員も、実技
指導に活躍していました。

●中央小学校
　中央小学校では、日赤
大阪府支部による応急処
置訓練が行われました。
「身近なものを使った応
急手当」として、タオル
やハンカチ、ストッキン
グなどを使った止血やケ
ガの手当の実演があり、
参加者による体験も行わ
れました。

4広報いずみさの 平成28年12月号
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　仙台市からお越しいただい
た学校防災・地域防災アドバ
イザーの吉田亮一さんは、東
日本大震災の際に住民主体で
17日間にわたり避難所を運
営されました。

午後の部 避難所運営訓練
　午後の部は長南小学校において、東日本大震災で実際に避難
所運営を行った講師を迎え、各地区自主防災組織などによる「避
難所運営訓練」が行われました。
　今回の「避難所運営訓練」には、長南小学校の児童、長南中
学校の生徒、地域住民の方々、市内全域の自主防災組織の方々、
泉佐野市消防団の団員、そして市内の各避難所に２人ずつ配置
された地域防災支援員（市職員）が参加しました。
　今回は講師の指導により、小学生、中学生、地域住民のみな
さんに避難所を運営していただき、自主防災組織のみなさんや
地域防災支援員は避難者という設定で、東日本大震災の指定避
難所の再現が行われました。

テントの設営

避難所の設営

プールの水をバケツへ 新聞を掲示

避難状況を報告炊き出し訓練

避難スペースの設営 物資の受取

炊き出しを配布

広報いずみさの 平成28年12月号5
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学 校 園 紹 介

問合先
学校教育課

佐野中いじめ撲滅5か条
～佐野中学校～

未来の社会の創造と発展のための主体者を育てる
～第二小学校～

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信

技
術
の
総
称
で
す
。
７
月
に
文
部
科

学
省
よ
り
出
さ
れ
た
「
教
育
の
情
報

化
加
速
化
プ
ラ
ン 

〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
『
次
世
代
の
学
校
・
地
域
』
の

創
生
〜
」
の
中
で
は
、
近
年
、
身
の

回
り
の
も
の
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
活
用
さ
れ

た
り
、
日
常
生
活
の
情
報
収
集
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
通
じ
て
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

目
指
す
方
向
を
「
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
受
け
身
で
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
手
段
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
の
小
・
中
学
校
で
も
普

通
教
室
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
い
、
小
学
校
は
各
教
室
に
教
師
用

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
書
画
カ
メ
ラ
、

大
型
テ
レ
ビ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
の
入
替
も

順
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

は
、
教
職
員
の
使
用
と
児
童
生
徒
の
使

用
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
教
職
員
に
よ
る

使
用
で
は
、
授
業
の
中
で
学
習
に
対
す

る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
大
型
テ
レ
ビ
を
活

用
し
て
写
真
や
動
画
を
提
示
し
た
り
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
小

さ
な
も
の
を
見
や
す
く
拡
大
掲
示
し

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に

課
題
を
明
確
に
つ
か
ま
せ
る
た
め
に
、

児
童
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
書
画
カ
メ
ラ

を
通
し
て
大
型
テ
レ
ビ
に
映
し
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
を
共
有
し
た
り
、
体
育

や
音
楽
で
児
童
生
徒
の
動
き
や
演
奏

を
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
な
ど
で
撮
影
し
、

そ
の
様
子
を
見
返
す
こ
と
で
改
善
点

や
工
夫
点
を
気
づ
か
せ
た
り
す
る
な

ど
と
い
っ
た
活
用
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
に
よ
る
使
用
は
、
学
習
ソ

フ
ト
を
用
い
て
漢
字
や
計
算
な
ど
の

定
着
を
図
っ
た
り
、
映
像
と
音
声
を
繰

り
返
し
示
し
て
英
単
語
の
発
音
の
定

着
を
図
っ
た
り
と
い
っ
た
活
用
方
法

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
、
調
べ
た
こ
と

や
資
料
を
示
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
、
発
表
す
る
と
い
っ
た
活
動

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
育
活
動
の
中
の
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
よ
り
、
授
業
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
情
報
化

社
会
を
主
体
的
に
生
き
抜
く
力
を
培

う
こ
と
を
目
指
し
て 

い
ま
す
。

　本校では今年度の重点目標
である「互いに認め合いつな
がりあい高め合う質の高い生
徒集団の育成」を目指して、
●授業改善の推進 
●学習環境の整備 
●集会指導の充実 
の3点の重点課題を中心に取
組を進めています。
　9月には生徒会が主体となって「いじめ撲滅のための集
会」を開きました。事前に実施したアンケート結果を基に、
佐野中のいじめの現状について、映像などの資料を用いて
説明した後、「いじめについて自分はどう考えているのか」

「いじめをなくすためにどのよう
に取り組んでいくのか」について、
生徒会執行部が自分自身の言葉で
全校生徒にアピールを行いました。
この集会の後、全学年が同じ教材
を用いていじめについての授業を
行い、自らの「行動宣言」につい

て考えるとともに、学級での話し合いをうけて、生徒会で
は「佐野中いじめ撲滅5か条」を策定しました。
　今回のように、いじめについて生徒自らが主体的に解決
に取り組んでいく過程を通じて、いじめを許さない気運が
学校文化として育まれていき、本校の目標である「質の高
い生徒集団」へと近づいていける
ものと確信しています。私たち教
員も子どもたちの活動をしっかり
とサポートするとともに、家庭と
も連携していじめの未然防止・早
期解決に努めてまいります。

　本校では、一人ひとりの未来のためにどんな力をつけさ
せるのかを見据えた教育を行っています。具体的に、次の
ような取組を行っています。
【子どもたちの学力を高める取組】
●教員の授業力向上（研究授業の充実）
●話し合い活動を核とし、「仲間とと
もにわかる・できる」授業づくり
【子どもの社会性を育む取組】
●「二小　伸びる子　10の力」「セカンドステップ」
●自分で生活や学習の習慣づくりができる子どもの育成
【生徒指導について】
●子ども主体、子ども同士をつなぐ取組（授業・学校行事・
学年行事・学校生活）
●子どもの言動の背景を知り、愛ある子どもとの関わり
【子どもの主体性を大切にした特別活動の取組】
●運動会や二小フェスティバルなどの行事で、子どもの自
主自立をめざす
【人権教育について】
●人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする意識・
態度を育て、すべての子どもが大切にされる教育
●日本の文化や外国の文化について学び、違いを認め合う
子どもの育成（国際理解教育）
【地域との連携】
●地域のみなさんによる通学路での交通見守り、あいさつ運動
●小ざくらネット（町会、福祉委員会、民生児童委員など）
と協働し、地域ぐるみで子どもを育てる
●地域のみなさんに支えていただい
ている実感を持たせ、郷土を愛する
心を育てる
●地域交流行事（交流給食会・昔遊
び体験・戦争体験聞き取り・ 地域に
出向き、商店街や施設見学）
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問合先　市民協働課

問
合
先　

市
民
協
働
課

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

樹
惠
会

〜
地
域
の
猫
の
こ
と
は
地
域
で
解
決
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
〜

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
い
る
「
野
良
猫
」
は
決
し
て
「
野
生
動
物
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々

は
、
だ
れ
か
が
飼
っ
て
い
た
「
愛
玩
動
物
」
で
す
。
そ
れ
ら
が
捨
て
ら
れ
た
り
迷
子
に
な
っ
た

り
し
て
人
の
手
を
離
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
町
に
自
力
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

野
良
猫
が
地
域
で
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
繁
殖
期
に
一
度
に
3
〜

6
匹
を
出
産
し
増
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、性
感
染
症
の
罹
患
（
り

か
ん
）
や
、
親
子
・
子
ど
も
た
ち
同
士
で
交
わ
る
場
合
も
あ
り
、
障
害

の
あ
る
猫
が
生
ま
れ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
法
人
で
は
、
野
良

猫
の
問
題
を
「
地
域
の
問
題
」
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
地
域
の
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
「
そ
の
小
さ
な
命
を 

こ
の
地
域
で
見

届
け
た
い
」
を
理
念
と
し
、
次
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

①
地
域
ね
こ
（
野
良
猫
）
支
援
活
動　

当
法
人
が
相
談
窓
口
を
設
け
、

相
談
を
受
け
た
地
域
に
職
員
が
訪
問
し
、
人
の
所
有
す
る
猫
で
な
い
か

ど
う
か
確
認
し
ま
す
。
確
認
後
、
認
定
審
査
会
に
て
審
査
・
認
定
し
、

支
援
内
容
を
決
定
し
ま
す
。
支
援
内
容
は
、
主
に
去
勢
・
避
妊
・
給

餌
（
き
ゅ
う
じ
）
給
水
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
希
望
・
申
出
が
あ
れ
ば
、

相
談
さ
れ
た
人
を
「
地
域
ね
こ
管
理
推
進
員
」
と
認
定
し
、
②
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
、
支
援
し
ま
す
。

②
地
域
ね
こ
管
理
推
進
員
支
援
事
業　

自
主
的
に
地
域
ね
こ
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
自
費

に
て
活
動
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
、
去

勢
・
避
妊
の
費
用
の
助
成
、
え
さ
の
定
期
的
な
提
供
を
行
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】　

随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
ま
す
。

問
合
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

樹
惠
会 

地
域
ね
こ
電
話
相
談

（
第
１
・
３
土
曜
日 
午
後
３
時
〜
６
時 

☎
４
５
９
・
７
０
７
１ 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
：h ttp://w

w
w
17.plala.or.jp/zyukeikai/

）

町会・自治会の自主防災組織を中心に大防災訓練を実施！
　いつ発生するか分からない災害（地震・火事・水害など）に備えて、市内の多くの町会・自
治会では自主防災組織を結成しています。自主防災組織では、災害時にとっさに行動できるよう、
各地域で防災訓練を行っています。
　11月6日に行った大防災訓練では、市内全域の自主防災組織が
中心となり、各地域で避難訓練などが一斉に実施されました。 地
域ぐるみでの団結が、災害から人命や財産を守ると改めて確認され
ました。
　また、自主防災組織では、災害時の要支援者に対する支援の体
制作りも進めています。災害時に弱い立場に立たざるを得ない
人々の支援には、地域住民による組織的な体制が必要です。

　町会・自治会は、地域の防災活動に一丸となって取り組んでい
ます。活動へのご理解ご協力をお願いします。

▶
去
勢
・
避
妊
手
術
前

（
普
通
の
耳
の
ま
ま
）

▶
去
勢
・
避
妊
手
術
後

（
術
後
で
あ
る
こ
と
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
、
獣

医
に
よ
る
耳
の
Ｖ
カ
ッ

ト
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
喧

嘩
で
傷
を
負
っ
た
場
合

と
区
別
で
き
る
よ
う
、

両
耳
に
施
行
し
ま
す
。）
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問合先　関西エアポート㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

12
12
月
１
日
〜
31
日

歳
末
火
災
特
別
警
戒
実
施
中

〜
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
〜

　

年
の
瀬
を
迎
え
あ
わ
た
だ
し
く
な

り
、
火
に
対
す
る
警
戒
心
が
う
す
れ

が
ち
に
な
る
こ
の
時
季
、
泉
州
南
消

防
組
合
各
消
防
署
お
よ
び
各
市
町
消

防
団
で
は
歳
末
火
災
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
昼
夜
の
巡
回
を
強
化

し
、
火
遊
び
や
放
火
な
ど
に
よ
る
火

災
の
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
る

巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
や
救
急
車
の
通
行

の
妨
げ
と
な
る
駐
車
車
両
の
移
動
や

消
火
栓
・
防
火
水
槽
付
近
に
置
か
れ

た
物
品
の
撤
去
指
導
の
強
化
な
ど
、

火
災
被
害
の
低
減
に
努
め
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い

に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
】

　

家
の
周
り
を
常
に
整
理
し
、
大
掃

除
な
ど
で
出
た
ご
み
は
、
収
集
日
の

朝
に
出
す
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環

火災・救急・救助は
～局番なしの☎119番～

携帯電話からも…
局番なしの☎119番

医療機関照会・救急医療相談
救急安心センターおおさか

　☎♯7119
※つながらない場合は

☎06-6582-7119 へ

あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
！

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

毎
年
、
こ
の
運
動
に
寄
せ
ら
れ
た
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
の
あ
た
た
か

い
善
意
は
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
善
意
で
、
み
ん
な
が
希

望
に
あ
ふ
れ
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

善
意
の
受
付
・
問
合
先

12
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
泉
佐
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６
４
・
２
２

５
９ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）
へ

高
齢
者
自
転
車
安
全
講
習
会

 　

た
く
さ
ん
の
人
に
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
、
こ
の
講
習
会
を
受
講

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

日
時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

12
月
７
日
㈬
〜
９

日
㈮
に
電
話
で
道
路
公
園
課
へ

※
代
理
で
申
し
込
む
場
合
は
２
人
以

内
で

　

講
習
会
の
参
加
者
に
は
、
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
反
射
材
付
マ

フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
進
呈
し
ま
す
。

▲自転車用ヘルメット（右：男性用、
左：女性用、サイズM：56～59㎝、
L：59～62㎝）と反射材付マフラー
タオル

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９ 

Fax

４
６
０
・
２
１
１
９
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時
停
止
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

12
月
20
日
㈫ 

午
後
６
時
〜

23
日
㈷ 

午
前
11
時

停
止
内
容　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
戸
籍
全
部
事
項
・
個

人
事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写

し
、
個
人
の
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書

問
合
先　

市
民
課 

還付金詐欺にご注意ください！
　市役所職員をかたった医療費や保険料の還付
名目の還付金詐欺や、息子や警察官をかたった
オレオレ詐欺など、高齢者宅への電話などが市
内でも多数発生しています。不審な電話には十
分注意してください。
　不審な電話を受けた時は、警察や泉佐野市消
費生活センターに相談してください。
問合先　泉佐野市消費生活センター（☎469-2240） 

■関西国際空港からのフライトがますます充実！
　11月21日㈪から春秋航空が淮安＝関西線を、11月24
日㈭から掲陽＝関西線をそれぞれ週1便で新規就航しま
す。いずれの路線も、関西空港からの新規就航地点とな
ります。さらに、12月13日㈫からジンエアーが関西＝
仁川線を週21便から週25便へ拡充し、関西空港からの
海外旅行がますます便利になります。

■関空展望ホール「Sky View」
　関西国際空港島内にある展望施設「Sky View」は、1日中
遊べる航空テーマパークです。迫力ある飛行機の離着陸が間
近でご覧いただける「スカイデッキ」はもちろん、関西国際
空港や飛行機のことを体験しながら学べる「スカイミュージ
アム」はお子様から大人までお楽しみいただけます。
　日本最大級の航空関連グッズ専門店「スカイショップタ
ウン」でのショッピングに、地上にいながら機内食が食べ
られるレストラン「レジェンド オブ コンコルド」や、飛
行機を見ながら軽食をお召し上がりいただける「スカイ
ビューカフェ」でゆったりとくつろぐのもおすすめです。
問合先　関空展望ホール「Sky View」（☎455-2082）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
・
褒
章

　

市
内
の
次
の
み
な
さ
ん
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

（
11
月
３
日
付
発
令
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

岡
本
輝
正
さ
ん（

関
税
行
政
事
務
功
労
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

東
條
仁
哲
さ
ん
（
更
生
保
護
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

伊
丹
武
志
さ
ん
（
警
察
功
労
）

家
治
邦
子
さ
ん
（
統
計
調
査
功
労
）

問
合
先　

秘
書
課

平
成
28
年
度

泉
佐
野
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

12
月
22
日
㈭ 

午
後
１
時
30

分
〜
５
時
（
開
場
：
１
時
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 
小
ホ
ー
ル

内
容

●
第
１
部 

報
告
・
発
表

・「
い
ず
み
さ
の
教
育
文
化
運
動
」

・「
未
来
を
紡
ぐ 

子
ど
も
の
絆
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
第
２
部 

講
演
会

「
信
頼
ベ
ー
ス
の
学
級
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

仲
間
づ
く

り
か
ら
、
学
力
向
上
へ
」
ち
ょ
ん
せ

い
こ 

さ
ん
（
㈱
ひ
と
ま
ち 

代
表
取

締
役
）

主
催　

泉
佐
野
市
学
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
泉
佐
野
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
、
泉
佐
野
市
学
校
教

育
研
究
会
、
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
手
話
通

訳
・
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

市
立
小
学
校
入
学
説
明
会
・

体
験
入
学

【
小
学
校
入
学
説
明
会
】

日
時　

来
年
２
月
１
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜

対
象　

来
年
度
泉
佐
野
市
の
小
学
校

に
入
学
予
定
の
幼
児
・
園
児
の
保
護
者

上下水道局からのお願い
　上下水道局では、老朽水道管の更新工事を順次進めています。市内
全域に埋設されている水道管は、管内部の水圧バランスを保ちながら
水道水を供給していますが、更新工事やその他民間の工事などの影響
により、水圧バランスが一時的に崩れ、まれに鉄分が混入した「赤水」
が発生する場合があります。
　万一、自宅などで「赤水」が発生した場合は、次のとおり対応して
ください。
●「赤水」は飲まないでください。誤って少量の「赤水」を飲んでも、
鉄分は人体への吸収率が低く、大部分が排出されますので特に心配は
ありませんが、多量あるいは濃い「赤水」を飲んだ場合は、嘔吐を催
すことがありますので、乳幼児が誤飲した時は医師に相談してくださ
い。
●給湯器（風呂用・台所用など）は使用しないでください。
●水しか出ない蛇口から、濁りがなくなるまで「捨て水」をしてくだ
さい。水と湯の混合栓からは、必ず水だけの設定にしてから「捨て水」
をしてください。給湯器は、濁りがなくなってから使用してください。
●上下水道局の工事の影響により発生した「赤水」の場
合、「捨て水」した時間を上下水道局に連絡していただ
きますと、時間相当分の水道料金が減額されます。
　今後も引き続き、安全・安心な水道水の供給に努めて
まいりますので、ご理解ご協力をお願いします。
問合先　上下水道局（☎467-2800） 

善
行
者
表
彰

表
彰
日　

11
月
８
日
㈫

【
篤
行
者
】

　

篤
行
が
特
に
す
ぐ
れ
、
市
民
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
市
民
に
、
善
行
者

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
順
不
同
）

神
藤
啓
貳
さ
ん
（
野
々
地
蔵
）

山
本
忠
雄
さ
ん
（
春
日
）

橋
口
喜
子
さ
ん
（
中
庄
）

問
合
先　

秘
書
課

浄
化
槽
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
管
理
者
は
、
浄
化
槽
法
で

「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
の
実
施
と
あ

わ
せ
て
、
毎
年
１
回
「
定
期
検
査
」

（
11
条
検
査
） 

を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
浄
化
槽
が
適
正
に
機
能
し
、
放

流
水
が
適
切
な
水
質
で
あ
る
か
確
認

す
る
検
査
で
す
。

●
定
期
検
査
の
申
込
に関

す
る
問
合
先

一
般
社
団
法
人 

大
阪
府
環
境
水
質

指
導
協
会
（
☎
０
７
２・
２
５
７
・
３

５
３
１
）

●
浄
化
槽
に
関
す
る
問
合
先

泉
佐
野
保
健
所 

環
境
衛
生
課
（
☎

４
６
２・
７
９
８
２
） 

※
対
象
者
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

場
所　

就
学
予
定
の
小
学
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
小
学
校
体
験
入
学
】

日
時　

来
年
２
月
27
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所　

就
学
予
定
の
小
学
校

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。（
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
先　

学
校
教
育
課
、
各
小
学
校

※
大
木
小
学
校
は
、
入
学
説
明
会
な

ど
を
別
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

▶
右
か
ら
千
代
松
市
長
、
橋
口
喜

子
さ
ん
、
神
藤
啓
貳
さ
ん
、
山
本

忠
雄
さ
ん
、
野
口
市
議
会
議
長
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平成27年度 家庭系可燃ごみ有料化の収支概要
問合先　環境衛生課 　

●歳入
50ℓ袋（113万枚） 5,643万9,000円
30ℓ袋（  12万枚） 371万4,300円
20ℓ袋（199万枚） 3,984万8,400円
10ℓ袋（  67万枚）    670万1,800円

合　計 1億670万3,500円
●歳出
有料化実施経費 3,762万8,804円
ごみ減量化推進経費 8,626万3,377円
不法投棄等対策経費 37万6,697円

合　計 1億2,426万8,878円

【有料化実施経費】
　市指定袋製作費、市指定袋取扱委託
料、市指定袋保管・配送委託料、福祉
的配慮無料配布 など
※30ℓ袋を150万枚、20ℓ袋を235万枚、
10ℓ袋を75万枚製作するのに要した市指
定袋製作費総額は2,493万1,800円で、有
料化実施経費の約66％を占めています。

【ごみ減量化推進経費】
　資源ごみの選別・再資源化業
務委託料、ごみの分別と出し
方マニュアル・ポスター・違
反ごみ啓発シール製作費、生
ごみ処理機器購入助成金など
※容器包装プラスチックの選
別および再資源化業務委託料
は2,709万6,366円で、約612
ｔが再生樹脂やパレットなど
に再資源化されています。

【不法投棄対策経費】
　不法投棄に対する啓発や、
ボランティア袋製作費など

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成

　

家
庭
用
生
ご
み
減
量
化
等
処
理
機

器
の
購
入
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

●
助
成
対
象
の
機
器
で
あ
る
（
購
入

前
に
環
境
衛
生
課
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
）

●
購
入
後
１
年
以
内
で
あ
る

●
世
帯
員
全
員
が
市
税
を
完
納
し
て

い
る

●
前
回
の
助
成
か
ら
５
年
以
上
経
過

し
て
い
る
（
以
前
に
助
成
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
場
合
）

共
同
浴
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
鶴
原
共
同
浴
場
（
扇
湯
）】

鶴
原
１
０
９
１
番
地
の
１

入
浴
料

大
人
２
５
０
円
、中
学
生
１
５
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円
、
幼
児
50
円

時
間　

午
後
４
時
30
分
〜
10
時

（
9
時
30
分
受
付
終
了
）

定
休
日

第
２・
４
日
曜
日
、
１
月
１
日

【
樫
井
共
同
浴
場
（
旭
湯
）】

南
中
樫
井
５
５
０
番
地
の
１

入
浴
料　

大
人
２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
、
幼
児
50
円

時
間　

午
後
４
時
30
分
〜
10
時

（
9
時
30
分
受
付
終
了
）

定
休
日

第
１
・
３
・
５
日
曜
日
、
１
月
１
日

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

市
指
定
有
料
ご
み
袋
の

景
品
な
ど
へ
の
使
用
禁
止

　

家
庭
ご
み
の
有
料
指
定
袋
制
の
主

旨
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
指
定
袋

取
扱
店
舗
に
ご
み
処
理
手
数
料
を
納

付
（
指
定
袋
を
購
入
）
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
処
分
に
は

費
用
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

た
だ
き
、
ご
み
の
排
出
抑
制
、
ご
み

の
分
別
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

助
成
額　

購
入
金
額
（
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
含
む
）
の
２
分
の
１

で
上
限
は
３
万
円

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

申
請
・
問
合
先　

所
定
の
用
紙
に
記

入
し
、
購
入
金
額
が
分
か
る
領
収
書

な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
衛

生
課
へ

※
申
請
書
・
要
綱
な
ど
は
環
境
衛
生

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

広　

告

広　

告

て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
を
期

待
す
る
制
度
で
す
の
で
、
一
般
の
商

店
や
企
業
が
市
の
有
料
指
定
袋
を
購

入
し
、
景
品
な
ど
で
交
付
・
交
換
さ

れ
る
と
減
量
意
識
が
薄
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
景
品
・
サ
ー
ビ
ス

品
な
ど
と
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課
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税問
合
先　

税
務
課

忘れずに納めましょう
　固定資産税（償却資産分
含む）、市・府民税の第4期
納期限は、12月26日㈪です。
　市税の納付には
便利な口座振替を
利用してください。

大阪府からのお知らせ
12月は

税収確保重点月間
　府内の市町村と連携し、滞
納者に対する徹底した催告や
財産の差し押さえなどを行
い、納期内に納税された人と
の税の公平性を確保します。
問合先　大阪府泉南府税事
務所（☎439-3601）

固
定
資
産
税

■
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

　

今
年
中
に
土
地
・
家
屋
を
取
得
し

た
り
、
家
屋
を
新
築
し
た
り
し
た
場

合
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
新
築
や
増
改
築
を
し
た
と

き
は
、
税
務
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
登
記
申
請
を
し
た
人
は
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

　

今
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
そ
の
部
分
に
か
か
る
固
定
資
産

税
は
、
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
税
務
課
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
な
い
と
、
引
き
続
き
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
、
ご
迷
惑
を

か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
償
却
資
産
の
申
告

　

市
内
で
事
業
を
営
む
人
は
、
所
有

す
る
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
来
年

１
月
末
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
今
年
１
月
２
日
以
降
に
資

産
の
入
れ
替
え
や
廃
業
、
個
人
か
ら

法
人
へ
の
資
産
の
異
動
な
ど
が
あ
れ

ば
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
本
市
で
は
、固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
告
書
の
提
出
の
際
は
、
申

告
内
容
の
い
ま
一
度
の
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
分
申
告
書
類
】

配
布
時
期　

12
月
上
旬
（
予
定
）

提
出
期
限　

来
年
１
月
31
日
㈫

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

　

大
切
な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
、

「
税
収
確
保
重
点
月
間
」に
は
、夜
間
・

日
曜
日
の
納
税
相
談
や
電
話
・
訪
問

催
告
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
泉
佐
野
市
納
付
勧
奨
等

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
納
付
勧

奨
も
行
い
ま
す
。
納
付
が
ま
だ
の
人

は
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
市

税
徴
収
率
（
現
年
度
分
）
は
、
前
年

度
を
上
回
る
９
９
．
47
％
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
滞
納
繰
越
分
と
合
わ

せ
た
合
計
徴
収
率
は
９
８
．40
％
で
、

府
内
33
市
中
で
６
年
連
続
１
位
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
正
し
い
納
税
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
夜
間
・
休
日
納
税
相
談

　

病
気
・
失
業
な
ど
の
特
別
な
事
情

で
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
期
間
を
限
っ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

■
平
成
28
年
分
所
得
税
等
の確

定
申
告

　

次
の
場
所
で
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。

【
た
じ
り
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
】

日
時　

来
年
２
月
８
日
㈬
〜
14
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南
の

申
告
会
場
は
、
開
設
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
】

日
時　

来
年
２
月
16
日
㈭
〜
3
月
15

日
㈬
（
土
・
日
曜
日
除
く
） 

午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
受
付
：
４
時
ま
で
）

※
開
設
日
前
は
税
務
署
の
通
常
窓
口

で
の
相
談
と
な
り
、
大
変
混
雑
し
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
納
税
猶
予
制
度
や
分
割
納
付
な
ど

の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

●
夜
間
納
税
相
談　

12
月
７
日
㈬
〜

９
日
㈮ 

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

●
休
日
納
税
相
談

12
月
11
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

税
務
課

■
滞
納
処
分

　

滞
納
（
市
税
を
納
期
限
内
に
納
め

な
い
こ
と
）
に
な
る
と
、
ま
ず
督
促

状
や
催
告
状
に
よ
り
納
付
を
促
し
ま

す
が
、
納
付
相
談
も
な
く
滞
納
し
た

ま
ま
で
い
る
と
、
延
滞
金
が
か
さ
む

ば
か
り
で
な
く
、
納
期
内
に
納
税
さ

れ
た
人
と
の
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
滞
納
し
て
い
る
人
の
財
産
を
調
査

し
、
差
し
押
さ
え
る
な
ど
の
強
制
処

分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
は
最
終
手
段
で
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

広　

告

広

告
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国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
や
、
老
齢
基
礎

年
金
受
給
前
の
60
〜
64
歳
に
初
診
を

受
け
た
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で
心
身

に
障
害
が
残
り
、
次
の
①
②
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

場
合
は
、
②
の
み
に
該
当
す
れ
ば
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

①
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
（
一
部
免
除
は

納
付
し
て
い
る
期
間
）、
若
年
者
納
付

猶
予
期
間
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
期

間
を
あ
わ
せ
た
期
間
が
、
そ
の
被
保

険
期
間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

※
平
成
38
年
４
月
１
日
前
に
初
診
を

受
け
た
場
合
は
、
初
診
日
の
前
々
月

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
た
１
年
間
に
保
険

料
未
納
期
間
が
な
い
こ
と

②
障
害
認
定
日
（
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

り
、
初
め
て
診
療
を
受
け
た
日
か
ら

１
年
６
ヵ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た

は
そ
れ
以
前
で
も
症
状
が
固
定
し
た

場
合
は
そ
の
日
）
に
国
民
年
金
法
に

定
め
ら
れ
た
障
害
等
級
１
・
２
級
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

※
障
害
認
定
日
以
降
に
障
害
の
程
度

が
増
進
し
、65
歳
に
な
る
ま
で
に
１
・

２
級
に
該
当
し
た
場
合
も
申
請
で
き

ま
す
。

年
金
額
（
平
成
28
年
度
）

●
１
級
…
９
７
５
，
１
０
０
円

●
２
級
…
７
８
０
，
１
０
０
円

※
受
給
者
に
生
計
を
維
持
す
る
子

（
年
度
末
に
お
い
て
18
歳
未
満
の
子
、

ま
た
は
１
・
２
級
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
20
歳
未
満
の
子
）
が
い
る
場
合

は
加
算
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対

象
期
間
（
海
外
在
住
期
間
な
ど
除

く
）
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
当
時
負
っ
た
障

害
で
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
な
い
人
に
、
国
民
年
金
制

度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た

特
別
事
情
を
か
ん
が
み
、
福
祉
的

措
置
と
し
て
「
特
別
障
害
給
付
金
」

が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
額
は
障
害
基
礎
年
金
額
と

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
経
過
的
福

祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
併
給
で

き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

加
入
・
脱
退
の
届
出
は

14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、
就
職
や
扶
養
認
定
さ
れ
る
な

ど
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
勤
務
先
の
新
し
い
保
険
証

と
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
勤
務
先
を
退
職
し
て
健
康
保

険
の
任
意
継
続
を
し
な
か
っ
た
場
合

や
、
扶
養
か
ら
外
れ
る
な
ど
社
会
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
勤
務
先
で
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
を
持

参
し
、
喪
失
日
（
＊
）
か
ら
14
日
以

内（
厳
守
）に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は
、
直
前

に
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
喪
失

日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
（
最
長
２
年

間
）。
保
険
料
も
届
出
月
で
は
な
く
加

入
月
（
資
格
取
得
月
）
か
ら
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
届
出
が
遅
れ
た
期
間

は
、
保
険
で
の
医
療
費
負
担
も
原
則
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
）
喪
失
日
…
健
康
保
険
の
資
格

が
切
れ
た
日

「
任
意
継
続
制
度
」
っ
て
？

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
一
定
の
加

入
期
間
が
あ
れ
ば
、
退
職
後
も
引
き

続
き
２
年
間
を
限
度
に
継
続
加
入
で

き
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
会
社
負

担
分
も
含
め
た
額
（
限
度
額
あ
り
）

で
す
。
退
職
日
の
翌
日
か
ら
20
日
以

内
（
厳
守
）
に
全
国
健
康
保
険
協
会

大
阪
支
部
ま
た
は
勤
務
し
て
い
た
会

社
の
健
康
保
険
組
合
で
手
続
き 

し
て

く
だ
さ
い
。

　

退
職
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
と
任
意
継
続
の
ど
ち
ら
を
選
択
す

る
の
か
を
よ
く
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
は
国
民
健
康
保
険
料

徴
収
強
化
月
間

　

保
険
料
は
医
療
費
や
出
産
一
時
金

な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
、

国
保
の
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

徴
収
を
強
化
す
る
た
め
、
夜
間
の
電

話
・
訪
問
催
告
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
保
険
料
の
ほ

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料
夜間・休日の納付相談窓口

　保険料の納付および納付相談や国民健康
保険の加入（他の健康保険からの切替）・資
格喪失手続きもできます。
日時
●12月12日㈪～15日㈭ 午後5時30分～8時
●12月18日㈰ 午前9時～正午
場所　国保年金課

か
に
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ

せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
、
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
保
険
証
の
有
効
期
間
や

保
険
給
付
に
制
限
が
か
か
る
ほ
か
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
や
む
を
得
ず
滞

納
し
て
い
る
人
の
財
産
を
調
査
し
、

そ
れ
ら
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
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介護認定の状況
（平成28年3月）

要支援1要支援1
14％14％

要支援2要支援2
13％13％

要介護1要介護1
22％22％要介護2要介護2

19％19％

要介護3要介護3
13％13％

要介護4要介護4
10％10％

要介護5要介護5
9％9％

高齢化率と認定率の推移
25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
平
成
24
年
３
月

平
成
25
年
３
月

平
成
26
年
３
月

平
成
27
年
３
月

平
成
28
年
３
月

-25.0

-24.0

-23.0
-22.0

-21.0

-20.0

 第1号被保険者数

 介護（予防）サー
　 ビス費等諸費

 高額介護サービ
　 ス費等諸費

 特定入所者介護
　 サービス等費

 審査支払手数料

 地域支援事業

 認定率
 高齢化率

保険給付費等の推移

（単位：百万円）

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

5,000 6,000 7,000 8,000

介
護
保
険

問
合
先　

高
齢
介
護
課

介
護
保
険
の
運
営
状
況

　

平
成
28
年
３
月
の
第
１
号
被
保
険

者
数
は
、
２
４
，
８
６
３
人
、
高
齢

化
率
は
24.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
５
，
６
２
８
人
が
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
認
定
率
は
22.6
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
は

団
塊
の
世
代
が
全
て
高
齢
者
人
口
に

加
わ
り
、
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
ま

す
。

 　

平
成
28
年
３
月
の
介
護
認
定
の
状

況
は
、
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
27
％
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
が
73
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
度
別
の
割
合
は
、
要
介
護

65
歳
以
上
の
人
は

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

　

市
内
在
住
者
が
65
歳
に
な
っ
た
場

合
や
、
65
歳
以
上
の
人
が
市
内
に
転

入
し
た
場
合
、
本
市
の
介
護
保
険
第

1
号
被
保
険
者
と
な
り
、
介
護
保
険

証
や
介
護
保
険
料
の
通
知
書
、
納
付

（＊）合計所得金額…地方税法第292条第
1項第13号に規定される金額（年金・給与・
不動産・配当等の各収入金額から必要経費
に相当する金額を控除した金額の合計額
で、純損失・雑損失・居住用資産等の譲渡
損失・上場株式等に係る譲渡損失・先物取
引に係る差金等決済に係る損失の繰越控除
前の金額、土地・家屋等の譲渡所得は特別
控除適用前の金額）を言います。（所得税
や住民税の課税決定に用いられる「総所得
金額」とは異なります）

所得税確定申告にかかる証明
申請・問合先　高齢介護課

■在宅の要介護者などのおむつ代の医療費控除
　寝たきりなどで、おむつを使用している場合、確定申告の際に、
おむつ代の領収書に医師が作成した「おむつ使用証明書」を添付す
ることで、医療費控除を申告することができます。
　また、2年目以降の申告には、市が発行する「確認書」をおむつ
使用証明書に代えることができます。
■介護保険「要支援・要介護認定者」の障害者控除
　身体障害者手帳・療育手帳の交付を受けていない人でも、65歳
以上で介護保険の要支援・要介護認定を受け、身体障害者に準じる
者と認定される場合は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受け
ることができます。

■納めた介護保険料の社会保険料控除
　平成28年中に納めた介護保険料は、社会保険料控除として平成
28年分の所得から控除できます。特別徴収（年金天引き）した介
護保険料は本人の所得申告でのみ控除対象とすることができます。
　普通徴収（納付書・口座振替）で納めた介護保険料がある人には、
「介護保険料納付額確認書」を来年1月末に送付します。
※介護保険料を全額特別徴収（年金天引き）で納めている人には送
付しません。日本年金機構などから送付される源泉徴収票をご利用
ください。

　確認書・障害者控除対象者認定書の交付を受ける場合、証明手数料
（400円）が必要です。また、即日交付はできませんので、ご了承ください。

書
な
ど
を
送
り
ま
す
。

介
護
保
険
料　

４
月
１
日
現
在
（
転

入
の
場
合
は
転
入
時
、
65
歳
に
な
る

場
合
は
誕
生
日
の
前
日
）
の
世
帯
員

の
住
民
税
課
税
状
況
と
、
本
人
の
昨

年
中
の
課
税
年
金
収
入
額
や
合
計
所

得
金
額
（
＊
）、
住
民
税
課
税
状
況

に
よ
り
決
定
し
ま
す
（
保
険
料
の
算

出
方
法
は
広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

　

保
険
料
決
定
額
は
納
入
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
の
人
が
22
％
と
一
番
多
く
、
次
い

で
要
介
護
２
の
人
が
19
％
、
要
支
援

１
の
人
が
14
％
、
要
介
護
３
と
要
支

援
２
の
人
が
13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
費
等
の
状
況
は
、
平
成

27
年
度
の
総
合
計
は
７
６
億
１
千
万

円
と
な
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
約

3.7
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
給
付
費
等
は
介
護
保
険
料
算
定
の

基
礎
と
な
る
金
額
で
す
。そ
の
た
め
、

市
で
は
負
担
の
公
平
性
や
給
付
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
不
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
介
護
給
付
費
等
適
正

化
事
業
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
介
護
保
険
制
度

の
運
営
を
行
う
に
は
、
被
保
険
者
一

人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
高
齢
者
ご
自
身
の
健
康
増
進

へ
の
取
組
や
介
護
保
険
料
の
納
付
に
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｎ
Ｈ
Ｇ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
初
回
講

習
会
（
４
０
０
円
・
約
1
時
間
・
要

申
込
）
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
室
内
用
靴
、
運
動
着
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
分
館
（
Ｎ
Ｈ
Ｇ
）（
☎
４
６
４
・

８
７
４
５ 

Fax
４
６
４
・
８
７
４
６
）

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

　

当
連
盟
は
、
加
支
多
神
社
前
宮
司
の
樽
井
喜
三
郎
さ
ん
が
昭
和
57
年
、

同
神
社
内
に
弓
道
場
を
建
設
し
、
そ
こ
で
活
動
し
て
い
た
加
支
多
八
幡
弓

友
会
が
母
体
と
な
り
、
翌
58
年
10
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

弓
道
は
他
の
競
技
と
や
や
異
な
っ
て
、
相
手
は
人
で
は
な
く
的
で
あ
り
、

一
人
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
一

定
の
年
齢
に
達
す
れ
ば
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

自
分
の
体
力
に
応
じ
た
強
さ
の
弓
を
使
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

当
連
盟
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
例
年
１

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
市
民
競
技
大
会
（
新

春
百
射
会
）
で
、
午
前
８
時
〜
午
後
８
時
ま

で
百
本
の
矢
を
射
て
的
中
数
を
競
い
ま
す
。

　

活
動
は
毎
月
例
会
を
実
施
し
、
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
対
外
試
合
は
大
阪

府
総
合
体
育
大
会
や
、
所
属
し
て
い
る
上
部

団
体
の
大
阪
府
弓
道
連
盟
の
例
会
、
そ
の
他

の
射
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
国
健
康
福

祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
に
も
大
阪
府
の

代
表
選
手
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
練
習
】

日
時　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
〜

５
時
、
水
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

加
支
多
神
社 

弓
道
場

問
合
先　

西
郷
（
☎
４
６
２・
１
６
８
０
） 

　
　

泉
佐
野
市
体
育
協
会

加
盟
団
体
の
活
動
紹
介

〜
弓
道
連
盟
〜

利用者 料　金

一般
（高校生以上）

1回200円（月極・
11枚綴り回数券 
各2,000円）

60歳 以 上・
市外の中学生

1回100円（月極・
11枚綴り回数券 
各1,000円）

市内の中学生 学生証を持ってい
る人は無料

市
民
競
技
大
会 

弓
道

日
時　

来
年
１
月
３
日
㈫ 

午
前
８
時

30
分
〜
（
開
会
式
：
午
前
８
時
〜
）

場
所　

加
支
多
神
社
内 

弓
道
場（
南

第3期 スポーツ教室（各全10回）
場所　健康増進センター内プール
内容　水中運動で身体機能訓練・心身のリラ
クゼーションおよび介助の方法の学習
対象　市内在住・在勤・在学者（定員に満たない場合は市外でも可）
受講料　各500円
申込・問合先
12月10日㈯～20日㈫に受講料を持参しスポーツ推進課へ

注意
●申込者が少ない
場合は、教室を中
止することがあり
ます。
●現在妊娠してい
る人は受講できま
せん。また、受講
期間中に妊娠して
いることがわかっ
た場合は、その時
点で受講を辞退し
ていただきます。

コース 対 象 開催日 時 間 定 員
（先着順）

のびのび
スイム①

水中運動が適応
する身体障害の
ある人と介助者

来年
1月7日～
3月25日の
毎週
土曜日

15：45

～

16：35
6組

のびのび
スイム②

Jr.

水中運動が適応
する知的障害の
ある3歳～中学
生と介助者

14：15

～
15：00

10組

のびのび
スイム②

水中運動が適応
する知的障害の
ある高校生以上
と介助者

14：45

～

15：35
8組

第3期 キッズスポーツ教室
　泉佐野市スポーツ推進委員協議会
のスタッフが指導します。
開催日　来年1月14日㈯・28日㈯、2
月11日㈯・25日㈯、3月11日㈯（全5回）
場所　J:COM末広体育館
　　　（市民総合体育館）
後援　㈶ライフスポーツ振興財団
申込・問合先　12月1日㈭～25日㈰
に受講料を持参しスポーツ推進課へ
【Aコース】軽スポーツ
（マット、ボール、リズム体操など）
時間　午後2時～3時
対象　4歳～就学前の子どもと保護者
定員　30組（先着順）
受講料　1組1,000円（傷害保険料含む）
※子ども2人の場合は500円追加
【Bコース】ショートテニス
時間　午後3時15分～4時15分
対象　小学生
定員　40人（先着順）
受講料　500円（傷害保険料含む）

海
「
鶴
原
」
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

傷
害
保
険
料　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

12
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
、
西
郷

（
☎
４
６
２・
１
６
８
０
）
へ 
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン

　

対
象
者
に
は
、
６
月
に
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
来
年
３
月
31
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
12
月
以
降
は
予

約
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、 

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前
に
検
診
を
受

け
た
人
な
ど
は
、
償
還
払
い
も
で
き
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
３・
６
０
０
１
）

来
年
１
月
か
ら

身
体
障
害
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

市
で
交
付
し
ま
す

　

府
か
ら
手
帳
交
付
事
務
の
権
限
移

譲
を
受
け
、
１
月
か
ら
泉
佐
野
市
名
で

の
手
帳
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
府
が
交
付
し
た
手
帳
は
、
権
限

移
譲
後
も
有
効
で
す
。
障
害
等
級
な

ど
に
よ
り
、
１
月
以
降
の
申
請
分
で

も
府
が
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
障
害
福
祉
総
務
課
で
受
付

し
ま
す
。

問
合
先　

広
域
福
祉
課

（
☎
４
９
３
・
２
０
２
３
） 

音
楽
介
護
予
防
教
室

泉
佐
野
元
気
塾
の
教
室
を
追
加

　

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
を
歌
い
な
が
ら
簡

単
な
体
操
す
る
こ
と
で
、
身
体
機
能
向

上
・
転
倒
予
防
・
認
知
症
予
防
・
口

腔
機
能
向
上
な
ど
を
目
指
す
「
介
護

予
防
を
意
識
さ
せ
な
い
」
健
康
教
室

を
、
新
た
に
10
ヵ
所
追
加
し
ま
し
た
。

時
間　

１
教
室
90
分

場
所

市
内
45
ヵ
所
の
町
会
館
や
市
の
施
設

対
象　

市
内
の
介
護
保
険
被
保
険
者

定
員　

20
〜
30
人

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/ken
kou/kaigo/

）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

あ
い
あ
い
講
座

〜
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て

考
え
よ
う
〜

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
知

り
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ
な
い

た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
共

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

加
藤
め
ぐ
み
さ
ん
（
社
会

福
祉
法
人 

恩
賜
財
団
大
阪
府
済
生

会 

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）、
ハ
ン
セ
ン
病
関
西
退
所
者

原
告
団
い
ち
ょ
う
の
会 

会
員

申
込
・
問
合
先　

12
月
23
日
㈷
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ｅ
メ
ー
ル

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
・
年
代
・
講
座
名
を
記
入
）で
、

人
権
推
進
課
へ

※
受
講
無
料

は
な
み
ず
き
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

は
な
み
ず
き

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
働
き
続
け
て

い
く
中
で
の
様
々
な
悩
み
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

※
１
回
50
分

●
12
月
22
日
㈭
、来
年
１
月
12
日
㈭
、

３
月
２
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
、
午
後

２
時
〜
、
午
後
３
時
〜

●
来
年
１
月
７
日
㈯
、２
月
11
日
㈷
、

３
月
11
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
、
午
前

11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、
午
後
２
時

〜
、
午
後
３
時
〜

場
所　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

４
階
小

会
議
室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
）

対
象　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
（
プ
レ
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
含
む
）

定
員　

各
回
１
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
（
６
ヵ
月
〜
小
学
２
年

生
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

申
込
・
問
合
先　

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除

く
）
に
一
般
財
団
法
人 

大
阪
府
男

女
共
同
参
画
推
進
財
団
（
ド
ー
ン
財

団
）（
☎
06
・
６
９
１
０・
８
６
１
５ 

Fax
　

06
・
６
９
１
０・
８
６
２
４
）
へ

※
相
談
無
料 

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　12月15日㈭
　　　午前9時30分～11時
対象　平成27年12月16日～平成
28年7月16日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
場所・問合先　保健センター 

スタートの頃からの
離乳食講習会（予約制）

　簡単に美味しくできる離乳食の
基本を紹介します。
日時　12月22日㈭
　　　午後1時30分～3時
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先　保健センター
※「3回食の頃から」の次回は来年
1月実施予定。講習会後、
赤ちゃん相談会もしてい
ます。 体重計測が自由に
できます。

毎月19日は「食育の日」
　飲酒の適量は1日1合、週5合ま
で。週2日は休肝日をもうけて、
お酒を楽しもう。
問合先　保健センター 

保育園名 住　所 電話番号
清　和 高松東1丁目10-16 462-0972

泉ヶ丘（＊） 鶴原935-3 463-0041
泉佐野ルーテル 湊3丁目13-11 463-1436
上之郷（＊） 上之郷1651-1 467-0793

こども園杉の子（＊）鶴原1757 464-0379
あおい 長滝4067 464-3466

なかよし（＊） 中庄831-5 464-5010
泉佐野すえひろ（＊）東羽倉崎町9-14 466-0300

ひねの 日根野7277 468-0345
ひかり 南中樫井1065 465-1447

下瓦屋（＊） 上瓦屋610-1 463-3359
こども園つばさ（＊）笠松1丁目2-18 463-3713
こだま（＊） 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴　原 鶴原1033 463-0065

◀スマイルサポー
ターがいる民間保
育園・認定こども
園には、この看板
があります。

大阪府知事認定の地域貢献支援員
（スマイルサポーター）

　右の民間保育園・認定こども園では、全国に先駆けた制度
により、面接技術・相談技術などの研修を終えた育児相談員
がおり、子ども達の発達や育児についての悩みなどを一緒に
解決していきます。
　さらに研修を受けた相談員が、知事から認定を受け、地域
貢献支援員（スマイルサポーター）として育児や介護問題な
ど多方面にわたる悩みを、地域の関係機関に繋ぎ、連携でき
る窓口になるよう事業を展開しています。
問合先　子育て支援課

平成29年度 木馬園 園児募集
　木馬園は、子どもの成長発達や
生活能力を育成するために、療育
や機能訓練などを行い、保護者と
共に考え、療育を進めながら子ど
もの成長を支援します。
療育日時　月～金曜日（祝・休日
除く） 午前9時20分～午後3時
対象
市内在住で心身に障害や発達に遅れ
があり、基本療育を主とする乳幼児
場所・申込・問合先　12月19日㈪
～26日㈪（土・日曜日、祝日除く）
の午前9時～午後5時に木馬園（南
中安松1548 末広小学校山側 ☎46
5-2800）で申込用紙を入手し、必
要事項を記入のうえ、来年1月11日
㈬・12日㈭の午前9時20分～午後3
時に提出してください。 
※今年度通園し、来年度も引き続き
通園を希望される場合も申込が必要
です。

　平成29年度 留守家庭児童会（学童保育）
　保護者のいずれもが働いているか、病気などの
理由で保護者が昼間不在になっている小学1～3
年生（4年生は原則長期休業期間のみ対象）の健
全育成のため、支援員が生活指導などをします。
開設時間　●月～金曜日…授業終了～午後5時
　　　　　●土曜日・長期休業期間…

午前8時30分～午後5時
※いずれも延長は午後7時まで
開設場所　右の各小学校の留守家庭児童会
費用（月額）
●会費6,300円（8月のみ8,200円）
※時間延長は料金が別途必要
●おやつ代1,000円
申込用紙配布　12月5日㈪～
申込
●各留守家庭児童会…12月12日㈪～来年1月
14日㈯（日曜日・祝日除く、月～金曜日 午後2
時～6時、土曜日 午前9時～午後6時）
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習セ
ンター講座室（2）…12月18日㈰、来年1月15日㈰ 午前10時～午後4時30分
※長期休業期間中のみ希望の場合も、この期間に申込してください。
入会の決定　保育の必要度で選考し、来年3月上旬に可否を通知します。
※詳しくは申込用紙をご覧になるか、問い合わせてください。
問合先　運営受託事業者 ㈱セリオ留守家庭児童会事務局
　　　　（日曜日・祝日除く午前10時～午後6時30分 ☎461-3841）

留守家庭児童会 電話番号
第　一 463-4542
第二（Ａ） 462-7876
第二（Ｂ） 462-7875
第　三 461-3839
日　新 464-3839
北　中 464-0827
長　坂 462-8679
大　木 493-2717

日根野（A） 467-2342
日根野（B） 467-2315
上之郷 467-4777
長　南 466-0826
末　広 466-1056
佐野台 464-4446
中　央 464-6984

（＊）…認定こども園に移行しています。また、他の保育
園も認定こども園に移行する可能性があります。

泉州南部初期急病センター
木曜日も小児科診療を

行っています
　健康保険証、医療証などを持参
してください。
受付時間
●木曜日（小児科、祝日除く）…
午後7時30分～10時30分
●土曜日（小児科・内科、祝日除く）
…午後5時30分～8時30分
●日曜日、祝・休日（小児科・内科）
…午前9時30分～11時30分、午後
0時30分～4時30分
※年末年始の診療日は28ページを
ご覧ください。
問合先
泉州南部初期急病センター
（☎464-6040 Fax464-6041）
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土曜子どもシアター
日時　12月10日㈯
　　　午後2時～
内容　「うっかりペネロペ　ひと
りでできるよ編」（30分）

図書館　午
アフタヌーンキネマ

後の映画
日時　12月17日㈯
　　　午後1時30分～
内容　「ゴッドファーザー」
 　　　（175分）

いずれも　場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階
　　　　　　　　視聴覚室
　　　　　定員　80人（先着順）※申込不要、参加無料 

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、22日㈭、29日㈭～31日㈯は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、22日㈭、23日㈷、29日㈭～31日㈯は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 12月 1月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 12月 1月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 21日 18日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 2日 6日
27日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 21日 18日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 2日 6日
27日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 21日 18日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 16日 20日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 14日 11日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 16日 20日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 14日 11日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前

3日
24日 21日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 7日
28日 25日 1時25分～2時25分 貝田町会館 3日

24日 21日 2時30分～3時10分

下瓦屋保育園横 7日
28日 25日 2時45分～3時45分 新家町会館 3日

24日 21日 3時30分～4時30分

上之郷小学校裏門 8日 5日

木

1時10分～2時10分 樫井西町若宮神社境内 10日 7日
28日 1時00分～2時00分

安松町会館 8日 5日 2時30分～3時10分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 10日

7日
28日 2時15分～3時15分

西出町会館 1日
15日 12日 2時20分～3時00分 湊町会館 10日 7日

28日 3時40分～4時30分

府営鶴原北住宅集会所 1日
15日 12日 3時30分～4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA

大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 17日 14日 1時20分～2時00分

日新小学校南門 9日 13日

金

1時10分～2時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 17日 14日 2時20分～3時20分

野々地蔵町内会館 9日 13日 2時50分～3時30分 北中ちびっこ広場 17日 14日 3時30分～4時30分

土丸長生会館 9日 13日 3時50分～4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする
場合があります。

外国語絵本のおはなし会
　大人の参加も大歓迎ですので、この
機会にぜひ外国語のおはなしの世界を
楽しんでください。
日時　来年1月15日㈰
●午前11時～11時30分
●午後２時～2時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワ
サキ中央図書館 2階視聴覚室
出演　京都外国語大学の学生
※申込不要、参加無料

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどをし
ます。
日時　12月7日㈬・21日㈬、来年1月
18日㈬ 午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワ
サキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料

新着案内
【一般書】　▶日本のほとけさま
に甘える（大江吉秀）▶「揚げ
ない」揚げもの（石原洋子）▶
よくわかる盆栽（山田香織）▶
ミスター・メルセデス 上・下
（スティーヴン・キング）▶人
はいくつになっても生きようが
ある。（吉沢久子）▶揺らぐ街（熊
谷達也）▶挑戦者たち（法月綸
太郎）▶料理通異聞（松井今朝
子）▶みかづき（森　絵都）
【児童書】　▶うさぎマンション
（のはな　はるか）▶きょうは
そらにまるいつき（荒井良二）
▶すてきなステッキ（深見春夫）
▶知ってる？卓球（藤井寛子）
▶くじらのくじらん（市川宣子）
▶13階だてのツリーハウス（ア
ンディ・グリフィス）
※上記以外の新着図書について
は、問い合わせてください。
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重
要
文
化
財
奥
家
住
宅
の
古
文
書

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
252
回

　

現
在
の
府
道
和
歌
山
貝
塚
線
（
か

つ
て
の
熊
野
街
道
ま
た
は
紀
州
街

道
）
を
通
っ
て
南
中
樫
井
の
集
落

に
入
る
と
、
道
ぞ
い
に
本
瓦
葺
き
の

長
屋
門
、
長
い
土
塀
、
白
壁
の
美
し

い
塀
の
あ
る
広
壮
な
民
家
住
宅
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
奥
家
住
宅
で
す
。

奥
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
の
初
期

（
４
０
０
年
前
）
に
建
て
ら
れ
、
長

屋
門
と
土
塀
に
他
の
、
広
い
土
間
の

あ
る
大
き
な
主
屋
や
、
来
客
を
も
て

な
す
た
め
に
も
使
わ
れ
た
座
敷
と

庭
園
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
こ
の
奥
家
住
宅
か
ら
江
戸

時
代
を
中
心
と
し
た
古
文
書
が
多

数
発
見
さ
れ
、
現
在
そ
の
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
家
住
宅
の

主
で
あ
る
奥
家
は
代
々
、
源
兵
衛
・

源
十
郎
を
名
乗
り
、
江
戸
時
代
中
期

（
１
７
１
０
年
ご
ろ
）
か
ら
明
治
初

期
に
か
け
て
樫
井
村
の
庄
屋
を
勤

め
ま
し
た
。
奥
家
は
領
主
（
江
戸
幕

府
の
代
官
）
か
ら
、
公
式
の
場
で
の

帯
刀
（
刀
の
携
帯
）、
苗
字
の
使
用
、

袴
・
裃
・
絹
布
の
着
用
、
上
訴
（
代

官
に
訴
え
出
る
権
利
）
を
認
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
一

般
の
村
の
人
々
に
は
め
っ
た
に
認

め
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
奥
家
は
京
都
の
天
台
宗
寺

院
・
聖
護
院
に
「
家
頼
（
け
ら
い
）」

「
御
内
（
み
う
ち
）」（
と
も
に
家
来

の
こ
と
）
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し

た
。
奥
家
の
子
息
は
庄
屋
を
勤
め
る

前
に
京
都
の
聖
護
院
に
奉
公
し
ま

し
た
。
聖
護
院
は
全
国
の
修
験
道

（
山
伏
）
の
総
本
山
で
、
聖
護
院
の

宮
門
跡
（
聖
護
院
の
主
）
や
関
係
す

る
僧
侶
た
ち
が
多
数
、
定
期
的
に

和
泉
葛
城
山
脈
の
修
験
の
行
場
に

出
向
い
て
、
修
行
を
行
い
ま
し
た
。

奥
家
は
聖
護
院
の
宮
門
跡
の
一
行

の
世
話
を
行
い
、
奥
家
住
宅
に
も
聖

護
院
の
宮
門
跡
の
一
行
が
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
奥
家
住
宅
の
座
敷
で
宮
門

跡
の
一
行
を
も
て
な
し
た
の
で
し
ょ

う
。
奥
家
の
古
文
書
に
は
聖
護
院
の

僧
侶
と
奥
家
の
間
の
交
流
の
手
紙
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
聖

護
院
御
内
」
で
あ
る
奥
家
が
お
そ
ら

く
聖
護
院
の
た
め
に
運
ん
だ
荷
物
の

札
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
家
の
苗
字
帯
刀
の
許
可
や
聖
護

院
と
の
関
わ
り
を
物
語
る
古
文
書

は
、
歴
史
館
で
開
催
中
の
特
別
展
示

「
泉
佐
野
の
文
化
遺
産
〜
文
化
遺
産

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
〜
」
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
奥
家
住
宅
で
は
白
壁

の
土
塀
の
修
理
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
奥
家
の
古
文
書
の
調
査
に
よ

り
奥
家
住
宅
を
舞
台
と
し
た
奥
家
と

樫
井
の
歴
史
が
今
後
明
ら
か
に
な
る

で
し
ょ
う
。

▶
奥
家
が
聖
護
院
に
提
出
し
た
願
い
書

▶
奥
家
住
宅

▲佐野大工仲間定法申合之事（館蔵）

▶
奥
家
が
苗
字
・
帯
刀
を
認

め
ら
れ
た
文
書

レイクアルスタープラザ・カワサキレイクアルスタープラザ・カワサキ
歴史館いずみさの歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝日が月曜月曜日、祝日（祝日が月曜
日の場合はその翌日、日曜日の場合日の場合はその翌日、日曜日の場合
はその翌々日）はその翌々日）
開館時間　開館時間　午前9時～午後5時午前9時～午後5時
　　　　（入館は午後4時30分まで）　　　　（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

◆歴史館いずみさのFacebook◆歴史館いずみさのFacebook
でで情報発信中！情報発信中！
　特別展、講演会の他にも、考古　特別展、講演会の他にも、考古
学講座やワークショップなどのイ学講座やワークショップなどのイ
ベント情報を発信しています。ぜベント情報を発信しています。ぜ
ひご覧ください！ひご覧ください！
（http://www.facebook.com/（http://www.facebook.com/
rekishikan.izumisano/） rekishikan.izumisano/） 

特別展示　
泉佐野の文化遺産～文化遺産を未来へつなぐ～

　今回の展覧会では、平成26年度から行ってきた寺社建造物の調査で
撮影した写真や作成した図面、調査のために活用した大工組関連資料、
旧日根野村・旧大土村の文化遺産、旧樫井村の文化遺産など、今までの
展覧会では、あまり紹介していなかっ
た資料を展示します。
　エントランスホールでは、世界文化
遺産登録をめざす百舌鳥・古市古墳群
について、世界遺産についてのパネル
展示を行います。
開催日　12月1日㈭～来年1月15日㈰
※入館無料

　　　　　　考古学入門講座　第3回 「古墳時代概説」
日時　12月17日㈯ 午後1時30分～3時（受付：1時～）
定員　60人（先着順）　講師　西村　歩（副館長）
申込　直接または電話で　※受講無料
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美容医療のトラブル

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

【
事
例
】　

瞼
の
垂
れ
が
気
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
雑
誌
広
告
で
見
た
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
無
料
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
電
話
で
申
し
込
み
出
向
い

た
。「
こ
れ
以
上
放
置
し
て
い
た
ら
、

黒
目
の
と
こ
ろ
ま
で
垂
れ
て
き
て
白

目
だ
け
に
な
る
。
広
告
の
１
ヵ
所

６
，
９
４
０
円
の
や
り
方
で
は
駄
目

で
、
も
っ
と
良
い
も
の
で
３
ヵ
所
必

要
で
、
今
日
な
ら
64
万
円
を
25
万
円

に
し
ま
す
。
次
に
来
て
も
こ
の
値
段

で
は
で
き
な
い
」
と
執
拗
に
勧
め
ら

れ
、
数
回
断
っ
た
が
断
り
切
れ
ず
契

約
し
、当
日
、施
術
を
受
け
た
。
カ
ー

ド
で
頭
金
３
万
円
払
い
、
残
り
は
分

割
払
い
に
し
た
。
１
ヵ
月
ほ
ど
ド
ラ

イ
ア
イ
が
ひ
ど
く
、
目
が
痛
ん
だ
。

高
額
す
ぎ
る
と
思
う
の
で
返
金
し
て

ほ
し
い
。

【
解
説
】　

近
年
、
60
歳
以
上
の
美
容

医
療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
の
契

約
購
入
金
額
は
、
年
々
高
額
化
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
例
も
あ
り
ま
す
。
美
容
医

療
は
自
由
診
療
が
中
心
で
、
施
術
費

用
は
各
々
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
自
由
に

決
め
ら
れ
る
の
で
高
額
に
な
り
が
ち

で
す
。

　

事
例
で
は
、「
広
告
に
あ
る
価
格

の
施
術
が
駄
目
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

掲
載
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
こ
と
。

価
格
に
幅
が
あ
れ
ば
『
〜
』
と
入
れ

る
べ
き
。
更
に
数
回
断
っ
て
い
る
の

に
、
今
日
し
か
安
く
で
き
な
い
と
執

拗
に
勧
誘
す
る
の
も
問
題
で
あ
る
こ

と
」を
セ
ン
タ
ー
か
ら
伝
え
ま
し
た
。

 

斡
旋
の
結
果
、
契
約
金
額
は
10
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
交
渉
は
難
航
す
る
場
合

が
多
い
の
で
、
契
約
は
慎
重
に
し
ま

し
ょ
う
。　

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
広
告
を
、そ
の
ま
ま
信
用
し
な
い
。

●
施
術
内
容
や
費
用
、
リ
ス
ク
に
つ

い
て
、
十
分
な
説
明
を
求
め
、
よ
く

検
討
す
る
。

●
熟
慮
期
間
を
与
え
ず
、即
日
契
約
、

即
日
施
術
を
勧
め
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

は
安
易
に
契
約
し
な
い
。

◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:00～14:30
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎463-5933）
月～金曜日 9:00～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～16:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
●月～金曜日 9:30～16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
第2・4火曜日（11・12・1・2月は第1ま
たは第3火曜日も実施）13:00～17:50
消費生活センター（問合先：まちの活性課
☎469-3131）
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【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
●青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分
※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

 メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

  メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

インフ
ォ

  メー
ション

文
化
・
教
養

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

歴　

史

福　

祉

健　

康

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

〜
苺
を
使
っ
た
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
〜

日
時　

12
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

　
　
（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，
３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
2
枚
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
18
㎝ 

以
上
の
も
の
）、
保
冷
剤
（
あ
れ
ば
）

申
込　

12
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
17
日
㈯
ま
で

■
Ｄ
Ｉ
Ｙ
職
人
に
習
う
！
気
軽
に
楽

し
く
初
級
講
座 

〜
素
敵
な
２
Ｗ
Ａ
Ｙ

ラ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

　

置
き
型
・
壁
掛
け
両
用
Ｏ
Ｋ
の
お
洒

落
な
ラ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
職
人
か
ら
、
大
工
道
具
の
使

い
方
、
塗
装
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
材
料
の

選
び
方
な
ど
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
基
礎
や
知

識
が
楽
し
く
学
べ
ま
す
。
持
ち
物
は

１
０
０
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ
で
全
て
揃
い

ま
す
。

日
時　

来
年
１
月
24
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
講
演
会

「
特
別
展 

古
代
ギ
リ
シ
ャ

〜
時
空
を
超
え
た
旅
〜
」

〜
美
と
智
と
神
秘
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ

７
０
０
０
年
の
旅
〜

日
時　

来
年
２
月
７
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　
　
　

■Shall w
e dance ?

（
全
2
回
）

〜
初
め
て
の
方
、
大
歓
迎
！

ダ
ン
ス
の
基
礎
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

　

ジ
ル
バ
や
マ
ン
ボ
な
ど
の
踊
り
や
す

い
ス
テ
ッ
プ
か
ら
、
一
緒
に
楽
し
く

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

来
年
１
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫ 

①
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

②
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

対
象　

16
歳
以
上
（
先
着
順
）

定
員　

各
10
人

申
込　

12
月
13
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
普
段
着
、
履
き
な
れ
た

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
手
作
り
講
座
「
し
め
縄
作
り
」　

　

手
作
り
し
め
縄
で
年
神
様
を
お
迎
え

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
25
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

講
師　

原
田
智
弘
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

花
は
さ

み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

12
月
６
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
。
材
料
費
の
納

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
12
月
17
日
㈯
ま
で

レ
イ
ア
ロ
ハ

日
時　

第
１
・
３
・
５
火
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

フ
ラ
が
初
め
て
の
人
で
も
楽
し
め

ま
す
。
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
！

問
合
先　

藤
川

（
☎
０
９
０
・
３
２
６
３
・
３
６
８
５
）

ⒸThe Hellenic Ministry of Cul-
ture and Sports-Archaeological 
Receipts Fund

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

東
谷
光
子
さ
ん（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
師
）

材
料
費　

 

１
，
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
１
０
０
円
含
む
）

持
ち
物　

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
定
規
、

の
こ
ぎ
り
、
キ
リ
、
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
、金
槌
、木
工
ボ
ン
ド
、ハ
ケ（
大
小
）

申
込　

12
月
９
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
参
加
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
来
年
１
月
17
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
２
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

講
師　

川
野
憲
一
さ
ん

（
神
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

共
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
、
泉
佐
野

市
文
化
振
興
財
団

申
込　

12
月
6
日
㈫
以
降
に
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
（
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
。

受
付
後
に
入
場
整
理
券
を
郵
送
）
で

〠
５
９
８
・
０
０
０
５ 

市
場
東
１
丁

目
２
９
５
番
地
の
１ 

レ
イ
ク
ア
ル
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
講
演
会 

特
別

展 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
〜
時
空
を
超
え
た

旅
〜
」
係
へ

※
受
講
無
料
。
１
人
の
申
込
で
２
人
ま

で
受
講
可
。
受
講
に
は
整
理
券
（
１
枚

で
１
人
）
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
当

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
教
養

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ブ

「
魔
法
の
一
本
針
編
物
ク
ラ
ブ
」

〜
初
心
者
で
も
安
心 

か
ぎ
針
で
編
む

２
w

 

a

 

y 

ミ
ニ
シ
ョ
ー
ル
〜

日
時　

来
年
１
月
13
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

魔
法
の
一
本
針
編
物
ク
ラ
ブ
員

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

■
片
づ
け
か
ら
は
じ
ま
る

あ
っ
た
か
い
生
前
整
理

〜
物
・
心
・
情
報
を
ス
ッ
キ
リ
！
〜

　

誰
に
で
も
訪
れ
る
「
人
生
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
を
幸
せ
に
迎
え
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
な
ん
と
な
く
生

き
る
人
生
を
や
め
、
な
ん
の
た
め
に
生

き
る
の
か
、
な
ぜ
生
か
さ
れ
て
い
る
か

を
見
つ
め
明
日
か
ら
の
人
生
を
よ
り
豊

か
に
！
心
が
喜
ぶ
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
ょ
う
！

日
時　

来
年
１
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
野
寺
真
輝
さ
ん
（
生
前
整
理

準
一
級
認
定
指
導
員
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
色
鉛
筆

申
込　

12
月
９
日
㈮
〜
来
年
１
月
11
日

㈬
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時

保
育
（
１
歳
６
ヵ
月

以
上
・
定
員
２
人
・

先
着
順
）
あ
り
、
希

望
者
は
申
込
時
に

■
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う

　

聖
な
る
夜
を
素
敵
に
照
ら
す
、
ク
リ

ス
マ
ス
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

対
象　

小
学
３
〜
６
年
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

池
側
良
美
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

４
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

12
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
16
日
㈮
ま
で

持
ち
物　

か
ぎ
針
3/0
号
ま
た
は
4/0
号

申
込　

12
月
8
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
20
日
㈫
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

〜
ま
だ
間
に
合
う
、
手
書
き
の
年
賀
状

＆
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
〜

日
時　

12
月
19
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師

前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

12
月
16
日
㈮
ま
で

■
健
康
料
理
教
室

「
楽
し
く
作
っ
て
健
康
に
⑨
」

〜
本
格
的
な
お
せ
ち
を
作
ろ
う
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

12
月
15
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

変
わ
り
伊
達
巻
、
ナ
ッ
ツ

入
り
田
作
り
、
黒
豆
入
り
き
ん
と
ん
の

茶
巾
し
ぼ
り
、ブ
リ
の
蜂
蜜
照
り
焼
き
、

巻
き
鶏
の
照
り
煮
、
五
目
酢
和
え

対
象　

自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　

22
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
澤
律
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

12
月
１
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

〜
お
正
月
の
豪
華
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〜

日
時　

12
月
８
日
㈭

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
川
敦
子
さ
ん

（
ソ
ニ
ア
フ
ラ
ワ
ー
講
師
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

12
月
５
日
㈪
ま
で

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

①
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

②
③
…

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師

①
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

②
砂
田
里
美
さ
ん

（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ 

癒
〜
美
ク
ラ
ブ
）

③
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル 

癒
〜
美
ク
ラ
ブ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
③
）　

は
さ
み
、
持
ち
帰

り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
12
月
）

講 

座 

名 

①
15
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

②
16
日
㈮
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

③
20
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

（
お
正
月
ア
レ
ン
ジ
）

■
新
春
「
お
わ
ら
い
寄
席
」

〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

日
時　

来
年
１
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

出
演　

泉
佐
野
落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
）

申
込　

12
月
9
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

■
レ
ッ
ツ
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
料
理
の
基
本
の
『
キ
』 

⑤
」

〜
お
寿
司
に
挑
戦
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
「
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
男
性
」
を
応

援
し
ま
す
。

　

料
理
経
験
の
な
い
人
も
大
歓
迎
！

日
時　

来
年
１
月
10
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

ち
ら
し
寿
司
、
ブ
リ
の
照

り
焼
き
、
ア
サ
リ
の
お
す
ま
し
、
水
菜

と
じ
ゃ
こ
の
サ
ラ
ダ

対
象　

料
理
や
健
康
に
関
心
の
あ
る
男
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
澤
律
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

12
月
１
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
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文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

■
第
４
０
３
回 

観
の
会

日
時　

12
月
15
日
㈭ 

午
後
３
時
30
分

〜
５
時　

※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　

明
治
に
な
っ
た
！

〜
苗
字
は
、
学
校
は
、
娯
楽
は
〜

話
す
人　

樋
野
修
司
さ
ん

（
元
歴
史
館
館
長
）

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で

お
正
月
の
お
飾
り
作
り

日
時　

12
月
19
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
中
淳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
ピ
ュ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
主
宰
）

受
講
料　

２
，７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

12
月
2
日
㈮
〜
12
日
㈪
に
申

込
書
に
受
講
料
を
添
え
て
事
務
室
へ
。

キ
ャ
ン
セ
ル
は
12
月
12
日
㈪
ま
で

■
第
３
回
漢
字
検
定
（
10
級
〜
２
級
）

日
時　

来
年
１
月
28
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

受
験
料　

10
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、

７
〜
５
級
２
，
０
０
０
円
、
４
〜
準
２

級
２
，
５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０

円申
込　

12
月
20
日
㈫
ま
で
に
申
込
書
に

受
験
料
を
添
え
て
事
務
室
へ

各
種
文
化
・
教
養

■JA
STA

 
り
ん
く
う
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
トvol.18

〜
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
音
楽

の
贈
り
物
〜

日
時　

12
月
17
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

内
容　

ジ
ャ
ズ
風
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド

レ
ー
、
ク
ル
ミ
割
り
人
形
よ
り
（
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
）、
四
季
（
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
）、
管
弦
楽
組
曲
第
２
番
よ
り 

ブ
ー
レ
（
バ
ッ
ハ
）、 

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、 

メ

ヌ
エ
ッ
ト
、ジ
ー
グ
、Earth

（
村
松
崇
継
）

出
演

企
画
・
司
会
：
久
保
由
佳
子
さ
ん

フ
ル
ー
ト
：
樋
口　

藍
さ
ん
（
泉
佐
野

市
音
楽
家
ク
ラ
ブ
会
員
）

ピ
ア
ノ
：
竹
内
裕
美
さ
ん
（
泉
佐
野
市

音
楽
家
ク
ラ
ブ
会
員
）

場
所
・
問
合
先　

り
ん
く
う
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー 

総
務
課
（
☎
４
６
９・３
１
１

１ 

Fax
４
６
９
・
７
９
２
９
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
泉
佐
野
市
吹
奏
楽
団　

第
９
回
定
期
演
奏
会

日
時　

来
年
１
月
９
日
㈪

　
　
　

午
後
2
時
〜

曲
目　

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
、

オ
リ
ン
ピ
カ
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
セ
レ

ク
シ
ョ
ン 

な
ど

問
合
先   

中
川

（
☎
０
９
０
・
９
１
１
０
・
１
６
０
１
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
英
語
入
門

日
時　

来
年
１
月
13
日
〜
３
月
17
日
の

毎
週
金
曜
日 

午
後
４
時
30
分
〜
５
時

15
分
（
全
10
回
）

対
象　

全
回
参
加
で
き
る
小
学
１
〜
３

年
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

下
代
シ
ル
ク
さ
ん

教
材
費　

５
０
０
円

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

12
月
３
日
㈯

以
降
に
電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
☎
４

６
２・
２
９
３
９ 

Fax
４
６
４
・
０
４
０

９
）
へ
。
教
材
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
17
日
㈯
ま
で 

■
生
涯
学
習
広
域
講
座
（
全
３
回
）

「
お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
」

〜
熊
野
街
道
を
歩
く
〜

　

岸
和
田
市
か
ら
岬
町
ま
で
の
教
育
委

員
会
が
連
携
・
協
力
し
、
泉
州
ふ
る
さ

と
再
発
見
を
テ
ー
マ
と
し
た
広
域
生
涯

学
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
（
来
年
）・
集
合
場
所
・
内
容

●
１
月
19
日
㈭
・
Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅
・

健　

康

健　

康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

日
時　

12
月
８
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

内
容　

感
染
症
予
防
の
話
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
、
感
染
性
胃
腸
炎
」

講
師　

感
染
管
理
認
定
看
護
師

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

■
気
軽
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
！

　

年
齢
や
経
験
な
ん
て
気
に
せ
ず
に
、

ワ
ン
コ
イ
ン
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
！

日
時　

12
月
24
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

受
講
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
の
運
動
靴
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

12
月
１
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？
入
浴
困
難
な
高
齢
者
に
も
お

す
す
め
で
す
。

日
時　

12
月
20
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

　

12
月
の
市
民
大
学
健
康
講
座
は
休

講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

泉
佐
野
市
編

●
２
月
２
日
㈭
・
Ｊ
Ｒ
「
新
家
」
駅
・

泉
南
市
編

●
２
月
16
日
㈭
・
南
海「
鳥
取
ノ
荘
」駅
・

阪
南
市
編

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

対
象　

全
回
参
加
可
能
な
人

定
員　

50
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
・
問
合
先　

12
月
23
日
㈷
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
返
信
用
に

宛
先
を
記
入
し
、
〠
５
９
８・
０
０
５
５ 

市
場
東
１
丁
目
２
９
５
番
地
の
１ 

生
涯

学
習
課｢

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト｣

係

（
☎
４
６
９・７
１
３
２
）
へ

※
参
加
無
料
。
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
１
人

の
申
込

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

12
月
１
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

歴　

史

福　

祉

健　

康
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※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
講
座
パ
ー
ト
Ⅱ

〜
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に

イ
ス
に
座
っ
て
全
身
運
動
〜

日
時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

相
川
幸
子
さ
ん
（
ジ
ャ
イ
ロ
キ

ネ
シ
ス
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
）　　

持
ち
物　

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
、飲
料
水
、

５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ

れ
ば
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

12
月
6
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
服
装
は
運
動
の
し
や
す

い
も
の
で

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３・
６
０
０
１

Fax
４
６
１・
４
５
７
１

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

12
月
12
日
㈪ 

午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分　

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

【
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
で
簡
単
ト
レ
】

日
時　

12
月
20
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11
時

【
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

日
時　

12
月
21
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
の
で
、
荷
物

は
ウ
エ
ス
ト
バ
ッ
グ
・
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

〜
簡
単
筋
ト
レ
〜

日
時　

来
年
１
月
13
日
㈮

 

■
り
ん
く
う
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ムV

ol.4

日
時　

12
月
17
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

〜
５
時
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

研
修
棟
３
階
会
議
室

内
容

【
乳
が
ん
専
用
下
着
、
ウ
ィ
ッ
グ
試
着

展
示
】

時
間　

正
午
〜
午
後
５
時

【
勉
強
会
＆
茶
話
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
第
１
部　
「
乳
が
ん
の
基
礎
知
識
と

最
新
治
療
、
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
治
療
っ

て
？
体
験
者
と
共
に
、
専
門
医
に
聞
い

て
み
よ
う
！
」

講
師　

位
藤
俊
一
さ
ん
（
り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー
長
兼
外
科
部
長
）

司
会　

蓮
尾
久
美
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人 

ら
ふ 

代
表
理
事
）　

●
第
２
部　

乳
が
ん
体
験
者
に
聞
い
て

み
よ
う
！
「
ら
ふ
な
茶
話
会
」

　

申
込
時
に
、
左
記
の
中
か
ら
参
加
希

望
の
グ
ル
ー
プ
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

①
若
年
性
乳
が
ん
独
身
者

②
若
年
性
乳
が
ん
マ
マ
さ
ん

③
若
年
性
乳
が
ん
既
婚
者

④
40
代
〜
50
代
の
乳
が
ん
患
者

⑤
60
歳
以
上
の
乳
が
ん
患
者

⑥
乳
が
ん
再
発
患
者

⑦
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
治
療
に
つ
い
て
知
り

た
い
人

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

※
第
１
部
の
み
、
下
着
・
ウ
ィ
ッ
グ
な

ど
試
着
の
み
の
参
加
可

参
加
費　

５
０
０
円
（
茶
菓
代
、
資
料

■
健
康
教
室
（
予
約
制
）

「
こ
こ
が
知
り
た
い
！
血
糖
値
・
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
A1c
・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
！
」

〜
医
学
的
見
地
よ
り
お
役
に
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、
か
ら

だ
に
い
い
こ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
な
ど
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

来
年
１
月
12
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
松
良
哉
さ
ん
（
泉
佐
野
泉
南

医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
あ
れ
ば
）

申
込　

12
月
８
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料 

各
種
健
康

■
は
じ
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防
！

銭
湯
で
健
康
づ
く
り

〜
転
倒
予
防
で
健
康
長
寿
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
地
域
健
康

教
室
（
30
分
程
度
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。終
了
後
に
無
料
で
入
浴
も
で
き
ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

開催日 場　所 定 員
（先着順）

12月
8日㈭

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

男女
各20人

15日㈭ 羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

男女
各25人

22日㈭ なごみ湯
（笠松1丁目3-23） 40人

代
）
※
第
１
部
の
み
の
参
加
は
無
料

後
援　

泉
佐
野
市
、
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
・
ハ
ガ
キ
（
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
、
茶
話
会
希
望
グ
ル
ー
プ
№
を

記
入
）
で
一
般
社
団
法
人 

ら
ふ
（
〠

５
９
８
・
０
０
６
２ 

下
瓦
屋
３
丁
目
15

番
９
ー 

709
号 

☎
４
６
８
・
８
３
９
５ 

e
メ
ー
ル
：info@

laugh-sensyu.
org

）
へ

に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。（
ポ
ー
ル
の

貸
出
あ
り
）

い
ず
れ
も

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料
。
服
装
・
靴
は
運
動
の
で

き
る
も
の
で 

●
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
午
前
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

※
い
ず
れ
か
選
択
（
同
じ
内
容
で
す
）

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

※
参
加
無
料
。
服
装
は
運
動
の
で
き
る

も
の
で

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
教
養
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い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

福　

祉

福　

祉

■
産
後
ケ
ア　

産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス

〜
体
幹
を
整
え
、

産
後
の
姿
勢
改
善
を
図
り
ま
す
〜

日
時　

12
月
９
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　

産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

（
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

参
加
費　

３
０
０
円

　
　
（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

12
月
２
日
㈮
以
降
に
電
話
で　

※
申
込
者
５
人
以
上
で
開
催

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

 M
am

m
a caffè

「SO
RRISO

 
BEA

TO

」(

ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー

ト
：
至
福
の
微
笑)

　

今
年
も
頑
張
っ
た
マ
マ
に
、
温
か
い

ラ
ン
チ
（
デ
ザ
ー
ト
付
き
）
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

※
子
ど
も
連
れ
の
人
は
取
り
分
け
る

か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
16
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

定
員　

大
人
16
人
（
先
着
順
）

 

講
師　

川
上
智
子
さ
ん（
さ
の
キ
ッ
ズ
・

栄
養
士
）

参
加
費　

９
０
０
円

（
会
員
７
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

申
込　

12
月
５
日
㈪
〜
14
日
㈬
に
電
話

で
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
、
申
込

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
脳
と
カ
ラ
ダ
を
元
気
に
！

元
気
い
き
い
き
体
操 

第
4
期

 (
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象)

〜
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
、
介
護
予
防
、

認
知
症
予
防
体
操
〜

日
時　

来
年
１
月
17
日
〜
3
月
21
日
の

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

対
象　

16
歳
以
上
で
健
康
増
進
に
興
味

が
あ
る
人

定
員　

30
人(

先
着
順)

講
師　

西
村
光
代
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

来
年
１
月
６

日
㈮
以
降
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
受
講
料
を
添
え
て
北
部
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー 

本
館(

☎
４
６
４・５
７
２
５

Fax
４
６
９
・
２
２
８
４)

へ

■
あ
そ
び
の
広
場
「
お
正
月
あ
そ
び
」

日
時　

来
年
１
月
６
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

の
い
ち
ご
・
ク
リ
ス
マ
ス
会 

〜
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

「
人
形
劇
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
〜

　
「
ふ
き
の
と
う
」
が
行
う
、
人
形
劇

「
か
・
さ
・
か
・
な
」
っ
て
何
か
な
？
サ

ン
タ
も
来
る
よ
！

日
時　

12
月
15
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
人
形
劇
は
午
前
10
時
30
分
〜

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

多
目

的
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
子
ど
も
と

保
護
者

参
加
費　

子
ど
も
１
人
3
０
０
円

※
会
員
以
外
は
１
家
族
に
つ
き
追
加

２
０
０
円
必
要
。
当
日
入
会
可

申
込　

12
月
5
日
㈪
〜
13
日
㈫
に
電
話

で

各
種
福
祉

■
第
38
回 

社
協
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

社
会
福
祉
団
体
や
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
日
用
品
、

食
料
品
、
衣
料
品
、
野
菜
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。
収
益
金
は
す
べ
て
市
民
の
福

祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
11
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

(

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
午
前
11
時
〜)

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・５
４

０
０
）

■
認
知
症
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
を

対
象
に
、
専
門
職
と
互
い
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
で
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の
】

日
時　

12
月
14
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

※
出
入
り
自
由

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

Fax

 

４
６
２・
５
４
０
０
）

※
申
込
不
要
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
】

日
時　

12
月
25
日
㈰ 

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分　

※
出
入
り
自
由

場
所
・
問
合
先　

カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ

（
鶴
原
２
丁
目
５
番
30
号 

☎
４
５
８
・

６
２
３
０
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
を
１
０
０
円
で

提
供
し
ま
す
。
駐
車
場
あ
り

【
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
も
み
の
木
】

　

開
催
日
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
も
み
の
木

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
家
治
〕）

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

文
化
・
教
養

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

歴　

史

福　

祉

健　

康
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各
種
歴
史

■
12
月
は
大
阪
府
献
血
推
進
月
間

〜
献
血
で
繋
が
る
い
の
ち
が
あ
る
〜

　

例
年
、
冬
は
献
血
者
数
が
少
な
く
、

血
液
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野

協
力

泉
佐
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
合
先　

泉
佐
野
市
献
血
推
進
協
議
会

（
障
害
福
祉
総
務
課
内
）

■
大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

　

新
成
人
に
な
っ
た
府
内
在
住
の
ろ
う

あ
者
の
み
な
さ
ん
を
激
励
し
、
祝
福
す

る
成
人
式
で
す
。

日
時　

来
年
１
月
８
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
地
下
鉄
「
谷
町
六
丁
目
」
駅
下
車
⑥

番
出
口
徒
歩
５
分
）

内
容　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

参
加
費　

新
成
人
と
親
、
聴
覚
支
援
学

校
在
校
生
は
無
料
（
そ
の
他
の
参
加
者

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
参
加
希
望
者
は

２
，
０
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　

氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、（
公
社
） 

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局
（
真
鍋 

☎
06
・
６
７
６
１・
１
３
９

４ 

Fax
　

06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）
へ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

今
月
は
午
後
２
時
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
ま
す
。
（
ク
リ
ス
マ
ス
会

に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
）

日
時　

12
月
19
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

申
込
・
問
合
先

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

歴　

史

歴　

史

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
体
験

　

金
太
郎
人
形
を
つ
く
り
ま
す
。

※
小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
も
ち
つ
き
大
会

日
時　

12
月
23
日
㈷

　
　
　

正
午
〜
な
く
な
り
次
第
終
了

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト　

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
＆
紙
芝
居

開
催
日　

12
月
23
日
㈷　

時
間
・
内
容　

●
午
後
１
時
〜
３
時
・

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
演
奏
（
演
奏
「
マ

ハ
ロ 

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
」）

●
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
・
紙
芝
居（
日

本
昔
話
・
民
話
、演
者
「
あ
べ
ち
ゃ
ん
」）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
12
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
着
付
け
教
室
…
12
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

■
新
春
雅
楽
奉
納

　

八
幡
神
社
で
は
、
正
月
と
中
秋
の
名

月
の
日
に
雅
楽
舞
楽
を
奉
納
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

来
年
１
月
３
日
㈫

　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時

場
所　

八
幡
神
社
拝
殿
（
南
中
安
松
）

奉
納
者　

な
ん
ば
雅
楽
会

演
目　

管
絃 

平
調 

越
殿
楽
ほ
か
、
舞

楽 

蘭
陵
王

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

八
幡
神
社

（
☎
４
６
６
・
１
０
７
６
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料
。
駐
車
場
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
12
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…
12
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
親
子
ラ
ン
ニ
ン
グ

日
時　

来
年
２
月
19
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

り
ん
く
う
公
園
内

種
目　

１
㎞
ま
た
は
２
㎞

制
限
時
間　

30
分
以
内

参
加
資
格　

泉
州
９
市
４
町
在
住
の
３

歳
〜
小
学
３
年
生
の
子
ど
も
と
保
護
者

（
２
人
１
組
・
就
学
前
は
１
㎞
の
み
）

定
員　

２
０
０
組
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

1
組
１
，
５
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、 

12
月
５
日
㈪
〜

19
日
㈪
に
各
市
町
ス
ポ
ー
ツ
担
当
課
ま

で
持
参
ま
た
は
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局
（
〠
５
９
６・
０
０
５
４ 

岸

和
田
市
宮
本
町
27
番
１
号 

泉
州
ビ
ル
８

階 

☎
４
３
６・３
４
４
０
）
へ
郵
送
で

※
申
込
用
紙
は
、
各
市
町
ス
ポ
ー
ツ
担

当
課
ま
た
は
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
末
広
体
育
館
は
月
曜
日
が
休
館
日
で

す
。

日
時　

12
月
17
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

パ
ネ
ル
展
示

　

12
月
中
は
松
川
半
山
が
江
戸
時
代

後
期
の
大
坂
の
様
子
を
描
い
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
教
養
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■
て
く
て
く
ツ
ア
ー

〜
国
史
跡

「
土
丸
城
址
・
雨
山
城
址
」
に
登
る
〜

　

中
世
の
頃
、
城
ノ
山
（
標
高
２
８
７

ｍ
）
と
雨
山
（
標
高
３
１
２
ｍ
）
の
頂

上
付
近
に
築
か
れ
、
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
丸
城
址
・
雨
山
城
址
に
登

り
ま
す
。
城
址
か
ら
は
重
要
文
化
的
景

観
に
指
定
さ
れ
た
日
根
荘
大
木
の
農
村

風
景
や
大
阪
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
頃　

※
雨
天
中
止

（
当
日
午
前
７
時
に
降
水
確
率
50
％
以

上
の
場
合
は
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所　

南
海
バ
ス
「
東
上
」

バ
ス
停

コ
ー
ス　

集
合
↓
土
丸
登
山
口
↓
土
丸

城
址
↓
雨
山
城
址
↓
熊
取
雨
山
登
山
口

↓
解
散
（
約
８
㎞
・
健
脚
向
け
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料

■
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

あ
つ
ま
れ
☆
さ
の
キ
ッ
ズ
！

〜
絵
本
の
世
界
を
体
験
！
〜

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
、
楽
し
い
人
形
劇
で
す
。

　

絵
本
「
い
か
り
の
ギ
ョ
ー
ザ
」
の
お

話
に
出
て
く
る
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
も
あ

り
ま
す
。

※
終
了
後
、
人
形
劇
教
室
あ
り

開
催
日　

来
年
１
月
22
日
㈰

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

①
人
形
劇
「
い
か
り
の
ギ
ョ
ー
ザ
」「
や

ど
か
り
の
ボ
ー
ヤ
」

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
（
開
場
：
午

後
１
時
45
分
）

対
象　

幼
児
〜
大
人

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地　

｢

お
正
月
の
郷
遊
び
イ
ベ
ン
ト｣

　

今
年
も
お
正
月
の
郷
遊
び
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
！
餅
つ
き
体
験
や
コ
マ

回
し
な
ど
、
昔
懐
か
し
い
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

来
年
１
月
７
日
㈯ 

午
前
10
時

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府
第
42
団　

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
み
ん
な
と
一
緒

に
歌
や
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も

し
ま
す
。
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
23
日
㈷

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時　
　

場
所　

カ
ト
リ
ッ
ク
天
使
幼
稚
園

対
象　

お
お
む
ね
３
〜
12
歳

持
ち
物　

水
筒
、
お
に
ぎ
り
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
３
０
０
円
程
度
）

申
込
・
問
合
先　

12
月
18
日
㈰
ま
で
に

お
が
わ
（
☎
０
９
０・
２
０
４
０・
８
５

２
０
）
へ　

※
参
加
無
料

■ica G
A
YA

G
A
YA

パ
ー
テ
ィ

〜
世
界
の
人
と
パ
ー
テ
ィ
し
よ
う
〜

　

泉
州
地
域
に
在
住
ま
た
は
日
本
語
研

修
の
た
め
来
日
し
て
い
る
外
国
の
人
た

ち
と
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
雰
囲

気
で
今
年
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま

し
ょ
う
。

代
含
む
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
☎
４
５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１

４
２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
の
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降

に
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０
１
へ 

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

出
演　

人
形
劇
団
ど
む
な
ら
ん

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

３
０
０
円
（
３
歳
以

下
無
料)

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

申
込
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
e
メ
ー
ル
で
参
加
希
望
（
①

ま
た
は
①
②
）、
氏
名
（
子
ど
も
は
年

齢
も
）、
連
絡
先
を
記
入
し
、
泉
佐
野

お
や
こ
劇
場
（
☎
・ 

Fax 

４
１
５
・
０
２

２
２ 

e
メ
ー
ル
：izum

isanooyako
@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
南
海
「
泉
佐
野
」
駅
前　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

光
の
ま
ち
徳
島
県
阿
南
市
の
協
力
に

よ
る
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
、
府
立
佐
野
工

科
高
等
学
校
に
よ
る
作
品
な
ど
、
様
々

な
光
の
演
出
で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

冬
空
の
下
、
暖
か
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
幻
想
的
に
灯
り
、
光
に
よ
る

魅
力
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　

12
月
１
日
㈭
〜
25
日
㈰

点
灯
時
間　

午
前
４
時
〜
７
時
、
午
後

５
時
〜
午
前
０
時

問
合
先　

泉
佐
野
市
観
光
協
会
（
ま
ち

の
活
性
課
内 

☎
４
６
９
・
３
１
３
１
）

日
時　

12
月
17
日
㈯ 

午
後
６
時
〜
８

時
（
受
付
：
午
後
５
時
30
分
〜
）

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

歌
や
ダ
ン
ス
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
外
国
人
と
交
流

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

７
０
０
円

※
軽
食
付
き
（
立
食
）

申
込
・
問
合
先　

火
〜
金
曜
日
と
日
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
（ica

）

（
☎
４
６
４・７
２
０
１ 

Fax
４
６
４・７
１

７
７ 
e
メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）
へ

〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
は
１
月
８
日
㈰
に
順

延
。（
前
日
の
午
後
1
時
に
決
定
）
両

日
と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上

之
郷
90
番
地
）　

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
（
当
日

受
付
）

持
ち
物　

飲
み
物

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

問
合
先　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
７
・
２
４
９
１ 

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
：http://izum

isano-
kyuryo.jp/

）

※
参
加
無
料
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て

は
、
有
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
）

②
ク
ッ
キ
ン
グ
（
ギ
ョ
ー
ザ
作
り
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

対
象　

6
歳
以
上
（
①
の
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
し
た
人
限
定
・
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
同
伴
者
も
）

文
化
・
教
養

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

歴　

史

福　

祉

健　

康
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そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

採用・募集採用・募集

市立保育所
臨時的任用職員・

臨時嘱託員登録
応募資格　都道府県知事に登録し
保育士証の交付を受け、幼稚園教
諭免許状を有する人
※来年3月末までに取得見込み含む
勤務日時
※いずれも早出・遅出の場合あり
●臨時的任用職員
月～金曜日（祝・休日除く）
午前8時45分～午後5時15分
（土曜日勤務の場合あり）
●臨時嘱託員
月～土曜日（祝・休日除く、月～
金曜日の内1日休み）
午前9時～午後4時15分（土曜日
は正午まで）
申込・問合先
履歴書（写真添付）、保育士証の写
しおよび幼稚園教諭免許状の写し
（該当者は更新講習修了確認証明
書〔写し〕）を持参し、子育て支援
課へ
※保育士登録の手続中で保育士証・
幼稚園教諭免許状がない場合は、
履歴書のみでも仮受付をします。

市立幼稚園
臨時的任用職員（講師）

採用予定人数
①幼稚園教諭　若干名
②養護教諭　1人
業務内容　①保育業務
　　　　　②養護業務
受験資格　
①幼稚園教諭免許状を有し、都道
府県知事に登録し保育士証の交付
を受けている人
②養護教諭の免許を有する人
※いずれも来年3月末までに取得
見込み含む
面接日　来年1月下旬の指定日（応
募者に日時を連絡）
採用予定日　来年4月1日以降

市職員
【事務職・上級職員】
採用予定人数　3人
受験資格　昭和63年4月2日～
平成7年4月1日に生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人
【技術職・上級職員（土木）】
採用予定人数　1人
受験資格　昭和63年4月2日～平
成7年4月1日に生まれた人で、学
校教育法による大学（短期大学
除く）において試験職種に対応
する学科を履修し卒業した人（来
年3月卒業見込み含む）
【技術職・職務経験者（土木）】
採用予定人数　1人
受験資格　昭和47年4月2日～昭
和63年4月1日に生まれた人で、
職務の経験があり（職種・年数
は問いません）、学校教育法によ
る大学（短期大学除く）におい
て試験職種に対応する学科を履
修し卒業した人（来年3月卒業見
込み含む）
【技術職・上級職員（化学）】
採用予定人数　1人
受験資格　昭和57年4月2日～平
成7年4月1日に生まれた人で、学
校教育法による大学（短期大学
除く）において試験職種に対応
する学科を履修し卒業した人（来
年3月卒業見込み含む）
【保健師】
採用予定人数　1人
受験資格　昭和47年4月2日以降
に生まれた人で、保健師助産師
看護師法による保健師免許を有
する人（来年３月末取得見込み
含む）

■
犬
の
飼
い
方
教
室
（
全
２
回
）

日
時
・
内
容

①
来
年
２
月
11
日
㈷ 
午
後
１
時
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４
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30
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と
き
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ル
や
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ー
、
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理
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講
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②
来
年
２
月
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日
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午
前
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時
〜
午
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４
時
30
分
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間
で
１
時
間
程
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（
開

始
時
間
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グ
ル
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プ
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と
に
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ま

す
。）・
し
つ
け
方
実
技
講
習
（
飼
い
犬

の
同
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可
）
※
①
を
受
講
し
た
人
の
み

受
講
可

場
所　

大
阪
府
立
大
学
り
ん
く
う
キ
ャ

ン
パ
ス
（
り
ん
く
う
往
来
北
１
番
58
）

対
象　

●
犬
を
飼
い
、
飼
い
犬
登
録
と
今
年
度

の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
し
て
い
る
人

●
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
あ
る
人

定
員　

50
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
・
問
合
先　

12
月
28
日
㈬
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
専

用
の
申
込
用
紙
（
府 

動
物
管
理
指
導
所

泉
佐
野
分
室
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
）
に
記
入
し
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
府 

動
物
管
理
指
導
所 

泉
佐
野
分
室

（
〠
５
９
８・
０
０
０
１ 

上
瓦
屋
５
８
３

番
地
の
１ 

☎
４
６
４・
９
７
７
７ 

Fax

４
６
４・９
７
７
５
）
へ　

※
参
加
無
料

いずれも
試験日　来年1月7日㈯・8日㈰
採用予定日　来年4月1日
申込・問合先　技術職（土木）は12
月16日㈮まで、その他は12月5日
㈪～16日㈮（土・日曜日、祝日除
く）に人事課へ
※変則勤務（土・日曜日、祝日勤務
含む）が可能な人に限る。国籍は問
いません。詳しくは問い合わせてく
ださい。募集要項は、ホームペー
ジ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/kakuka/somu/jinji/menu/
saiyo.html）からダウンロードもで
きます。

申込・問合先　12月12日㈪～来
年1月13日㈮に履歴書（写真添
付）、①は幼稚園教諭免許状の写し
（該当者は更新講習修了確認証明
書〔写し〕）および保育士証の写し、
②は養護教諭免許状の写し（該当
者は更新講習修了確認証明書〔写
し〕）を持参し、子育て支援課へ
※詳しくは問い合わせてください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
教
養
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◆泉州南部初期急病センター
（☎464-6040 Fax464-6041）

受付時間　12月30日㈮～来年1月3日㈫
午前9時30分～11時30分、午後0時30分～4時30分
診療科目　 内科、小児科
●健康保険証、医療証などを持参してください。
●感染予防のため、来院時はできるだけマスクを着用し
てください。
●内科、小児科以外の
受診が必要なときや、
どこで診てもらえば
いいかわからないと
きなどは、このペー
ジの「救急安心セン
ターおおさか」をご
覧ください。

年末年始の救急医療情報　　　　　問合先　泉州南広域消防本部 警備課
（☎469-0119 Fax460-2119）

◆りんくう総合医療センターの救急外来診療
（☎469-3111）

　年末年始の救急外来診療は大変混雑し、待ち時間が
長くなることが予想されます。ご了承ください。
※内科外来診療は行っていません。
診療科目・受付日時
【循環器内科系、産婦人科】
12月29日㈭～来年1月3日㈫の終日
【脳神経外科】
12月30日㈮、来年1月3日㈫ 午前9時～翌朝9時
※主に救急搬送の受入のため、脳卒中が疑われる場合
はすぐに救急車を呼んでください。
【外科】
12月29日㈭・30日㈮、来年1月2日㉁ 午前9時～翌朝9時
【通常の診療】
年末は12月28日㈬まで、年始は1月4日㈬から

◆年末年始（12月29日㈭～来年1月3日㈫）に水道に関
する緊急連絡の場合は、上下水道局（☎467-1805）へ
※年末年始以外は、

上下水道局（☎467-2800 Fax467-1801）へ

※下表の施設などは業務を行わない日が異なりますのでご注意ください。
　●年末年始でも市役所に急ぎの用件がある場合は、日直や宿直におたずねください。 
　●出生や婚姻など戸籍関係の届出は、年末年始でも受け付けています。

市役所などの業務…年末は12月28日㈬まで、年始は1月4日㈬から

12月29日㈭～来年1月3日㈫に診察している病院の情報
　泉州南広域消防本部ホームページ（http://www.sensh
u-minami119.jp/）に掲載します。掲載の病院でも、救急
搬送や、当直医師の変更などで診察できないこともありま
すので、受診前に必ず病院に電話で確認してください。
　また、小児科や眼科、耳鼻咽喉科は、診察している病
院が限られたり、夜間はさらに少なくなりますので、
早めに受診してください。

救急隊からのお願い
　「救急車で行けば早く診てもらえるから」「病院の場所が
わからないから」などでの救急車の要請は、本当に救急
車を必要とする人の救命活動に支障をきたします。適切
な利用をお願いします。

救急安心センターおおさか
　病気やケガで「病院に行った方がいいのか？」
「診てもらえる病院がわからない」「救急車を呼べば
いいのか？」など、相談員・看護師が、医師の支
援体制のもと24時間体制で救急医療相談に対応
しています。
　緊急性が高いときには、すぐに救急車を出動さ
せるなど、1本の電話でみなさんに安全・安心を
提供します。
☎♯7119…固定電話プッシュ回線、携帯電話、PHS
☎06-6582-7119…固定電話ダイヤル回線、IP電話
※緊急時には迷わず119番をしてください。

【家庭ごみの収集】
●「○」でも、指定された曜日以外の収集はありません。
●収集のない日については、振替収集もありません。
●年末年始は、収集時間が1時間程度前後する場合が
ありますので、早めに出してください。
【家庭ごみ（粗大・臨時）の申込】
●12月29日㈭の受付は午前中のみです。
●年末は申込が集中し、年内に収集できないこともあ
ります。各地区担当の業者に早めに申し込み、申込後
の内容変更がないようにしてください。
【ごみ焼却場への直接搬入】
●12月29日㈭の受入は午後4時までです。12月中旬
以降はかなりの混雑が予想されるので注意してくださ
い。年始は1月4日㈬からです。
●事前に環境衛生課発行の廃棄物搬入証明書が必要。
●焼却場へは必ず国道26号から進入してください。

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
の
来
場
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

〜
年
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は
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月
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日
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、
年
始
は
１
月
４
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㈬
か
ら
〜　
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０
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２
５
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・
１
８
８
１

◆ごみの収集
問合先　環境衛生課

12月 1月
28
日
㈬

29
日
㈭

30
日
㈮

31
日
㈯

１
日
㈷

２
日
㉁

３
日
㈫

４
日
㈬

５
日
㈭

家庭ごみ
　の収集

可燃、プラ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
プラ以外の資源ごみ ○ × × × × × × ○ ○

家庭ごみ（粗大・臨時）の申込 ○ ▲ × × × × × × ○
ごみ焼却場への直接搬入 ○ ○ × × × × × ○ ○
し尿のくみ取り ○ ○ × × × × × × ○
○…業務を実施　▲…午前のみ受付　××…業務を行わない

※通常の収集…来年1月4日㈬から

◆業務を行わない
日が通常と違う施
設など

12月 1月
28
日
㈬

29
日
㈭

30
日
㈮

31
日
㈯

１
日
㈷

２
日
㉁

３
日
㈫

４
日
㈬

５
日
㈭

りんくう中央公園グラウンド、
テニス・フットサルコート ○ ○ ○ ▲ × ○ ○ ○ ○

いずみさの観光周遊バス × × × × × × × × ×
泉佐野ふるさと町屋館
（旧新川家住宅） × × × × × × × × ×

レイクアルスタープラザ・カワ
サキ中央図書館、公民館図書室 ○ × × × × × × × ○

地場産業センター ○ × × × × × × × ○
○…業務を実施　▲…午後5時まで　××…業務を行わない
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

中小企業総合支援制度の
手続きはお早めに！

　「中小企業総合支援制度」の申
請期間が近づいています。期間が
近づくと、相談が混み合いますの
で、余裕をもって手続きをしてく
ださい。

手続きのながれ
①来年1月末までに経営相談を
済ませます。相談では相談者の
経営状況やニーズを踏まえて、
国府市などが実施する各支援施
策の中から事業所に最も適した
支援施策を提案します。
②市が実施する「中小企業総合
支援補助金」を利用する場合は、
必要書類をそろえて来年2月1日
㈬～28日㈫ 午後5時15分にま
ちの活性課へ申請します。
経営相談の予約・問合先
まちの活性課（☎469-3131）

都市計画案の縦覧
　府では、次の都市計画案につ
いて縦覧を行います。都市計画
に関係する住民および利害関係
人は、縦覧期間満了日までに意
見書を提出することができます。
案件　南部大阪都市計画緑地（り
んくう公園）の変更
縦覧期間　12月5日㈪～19日㈪
※閲覧は平日の開庁時間
縦覧場所　府 計画推進課（府庁
別館3階）、市 都市計画課
意見書提出期限　12月19日㈪（必
着）までに窓口および郵送で
意見書の提出・問合先　府 計画
推進課（☎06-6944-9274）
※概要は府ホームページで閲覧
できます。

獣医師法第22条の届出
獣医師免許を

お持ちのみなさんへ
　獣医師免許を持っている人は、
獣医師法第22条の規定に基づ
き、2年ごとに12月31日現在の
氏名・住所そのほか必要事項を
その翌年1月31日までに届け出
てください。
　これまでの提出先は大阪府で
したが、事務移譲により泉佐野
市に変更となりました。
対象　獣医師免許をお持ちの泉
佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・
田尻町・岬町在住者
提出・問合先　来年1月4日㈬～
31日㈫（土・日曜日、祝日を除
く午前8時45分～午後5時15分）
に所定の用紙に必要事項を記入
し書面で2部（1部は複写可）を
郵送または直接、〠598-0002
中庄1102 保健センター (☎463-
6001)へ提出してください。
※用紙は保健センターホーム
ページよりダウンロードできま
す。

　昨年度申請した人で今年度も
利子補給等の補助を希望される
場合、自動的に継続しませんの
で、今年も忘れずに経営相談を
受け、申請をしてください。

都市計画変更案の説明会
　都市計画変更の手続きにあた
り説明会を開催します。
日時　12月9日㈮ 午後7時～
場所　市役所 3階大会議室
内容　
●南部大阪都市計画用途地域の
変更
●南部大阪都市計画防火・準防
火地域の変更
●南部大阪都市計画地区計画の
変更（りんくうタウン北地区地
区計画）
問合先　都市計画課

空家調査へご協力を
　空家増加の問題を受け、防犯
生活環境の保全のため、実態調
査を行っています。
　空家と思われる建物の状況を
外観から調査し、写真撮影など
を行います。みなさんのご協力
をお願いします。
調査期間　来年２月まで
調査委託会社　国際航業㈱
問合先　都市計画課

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（10月受付分）
●10万円…人生道場

寄付
（11月受付分）
【図書購入のために】
●10万円…国際ソロプチミスト
大阪－りんくう

広　

告

広

告
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日根荘大木の里「歩き愛です」が開催
　　　10月23日㈰、コスモス園と大木小学校の2ヵ所
をスタート会場として、ウォーキングイベン
ト「日根荘大木の里・歩き愛です（あるきめ
です）」が開催されました。

泉州YOSAKOIゑぇじゃないか祭りが開催
　　　10月15日㈯・16日㈰に「第13回泉州YOSAKOI
ゑぇじゃないか祭り」（主催：一般社団法人にぎわい夢
創りプロジェクトゑぇじゃないか祭り実行委員
会）がりんくう中央公園グラウンドをメイン会
場に開催され、とてもにぎわっていました。

オーストラリア帰国報告
　　　オーストラリア・サン
シャインコースト市への語学
研修に参加した中学生および
海外研修に参加した研修生に
よる帰国報告会が9月22日㈷
に市役所で行われました。研
修生たちは研修を経て、英語
を学ぶ楽しさや、自分からア
クションを起こす積極性を学
ぶことができたことなどを報
告していました。

サッカー選手の夢先生
　　　JFAこころのプロジェ
クトの「夢先生」である元Ｊ
リーグ選手の高田保則先生と
元サッカー選手の法師人美佳
先生を、10月21日㈮に第三
小学校（右）、22日㈯に佐野
台小学校（左）へお招きし、「夢
を持つことの大切さ」「仲間
と協力することの大切さ」な
どを講義と実技を通じて児童
に伝えていただきました。

泉州YOSAKOIゑ じ ないか祭りが開催

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

青色防犯パトロール車両の寄贈に感謝状
　　　青色防犯パトロール車輌1台を本市に寄贈して
いただいた大阪府遊技業協同組合へ感謝状を贈呈し
ました。現在、いただいた青パト車輌を活用して警察
OBの職員が市内をくまなく巡回しています。

今年も大木でコスモス園が開園
　　　国の重要文化的景観に選定された「日根荘大木の
農村景観」を多くのみなさんに楽しんでもらおうと、大
木まちづくり協議会さんが10月15日㈯～30
日㈰の期間、「日根荘大木の里 コスモス園」を
開園し、たくさんの見物客が訪れていました。

　
シ
研
海
よ
に
修
を
ク
ぶ
告

このマークがついている画像は、スマートフォンなどのアプリ
をインストールすることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、下記のQRコードより市のホームページ

（http://www.city.izumisano.lg.jp/shiho/AR.html）にアクセスし、
AR（拡張現実）技術を使った無料アプリをダウンロードしてください。
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本市出身の選手が国体で活躍
　第71回国民体育大会のゴルフ成年男子団体の部で第
7位となった石原航輝さんと、ラグビーフットボール女
子（7人制）の部で準優勝した大阪府代表チームの中　
美咲さんが泉佐野市役所を訪問してくれました。

◀
10
月
13
日
㈭

石
原
航
輝
さ
ん

▶
10
月
31
日
㈪

中　

美
咲
さ
ん

懸垂幕の寄贈に感謝状
　　　10月24日㈪、自衛官募集に係る懸垂幕を寄贈
いただいた公益社団法人 全国自衛隊父兄会 大阪府自
衛隊父兄会泉南地区会に感謝状を贈呈しました。

梅田で「泉州こだわりタオル展」が開催
　　　10月29日㈯・30日㈰の2日間、グランフロン
ト大阪にて大阪タオル工業組合主催の「大阪・泉州こ
だわりタオル展」が開催されました。会場には泉州タ
オルPR大使の「たおにゃん」も登場し、泉州タオルを
PRしてくれました。

ちぬうみ創生神楽が開催
　　　10月23日㈰、上之郷の「大阪府営泉佐野丘陵
緑地・郷の館」にて「ちぬうみ創生神楽2016」が開
催されました。「伝統文化親子教室」の参加者のみな
さんが、日本国エンタメ観光マイスターの表
　博耀さんのご指導で練習してきた成果を、
泉佐野独自の舞として披露されました。

更生保護活動で感謝状を授与
　　　　大阪保護観察所長から感謝状を授与された
Wish Planning株式会社が、更生保護活動の実績報告
のため千代松市長を訪れてくれました。

ウガンダ駐日大使が表敬訪問
　　　10月31日㈪、駐日ウガンダ共和国大使ベティ・
グレース・アケチ＝オクロ閣下が、ウガンダ共和国の
自然、産業、観光等をPRするため、泉佐野市を訪れ市
役所を表敬訪問されました。大使は、アフリカの中央
部、赤道直下の「アフリカの真珠」と呼ばれるウガン
ダ共和国の魅力をおおいに語られました。

AR
動画

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　10月分 約3,382ｔ（前年同月比 +3+3.02.02％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
10月末日現在10月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,802人○ 市内人口　100,802人（（－63－63人）人）
○○ 男　　　　  48,662人 男　　　　  48,662人（（－－3131人）人）
○○ 女　　　　  52,140人 女　　　　  52,140人（（－－3232人）人）
○○ 世帯数　　  45,562世帯（± 世帯数　　  45,562世帯（±00世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

【部門最優秀賞】
三好順子 （日本画）、栃尾紀子（俳画・絵手紙）、中林順三（写
真）、梶原英俊（立体造形）、島田二郎（工芸）
【特別賞】
松尾紀代子（日本画）、久保光子（書道）、南方時夫（写真）、
梶原英俊（立体造形）、市坪修一（工芸）
【優秀賞】
●洋画…田村　茂、坂本万佐子、田中武俊、南　敏春、
滝口満理奈、西野勝美
●俳画・絵手紙…岡　節子、浜田和子、酒井三枝子、福
島恵子
●書道…赤坂愛子、檜　智恵、古田桂子、室谷有香、相
良澄子、岡　佳子、岡本　勇、角谷英穂
●写真…加藤敏郎、藤枝　博、市場敏晴、勝間栄美子、
佐々木喜代美、大野敏和、阪上順子、伊藤節夫、服部道明、
田中善則
●陶芸…大和屋美和子、大和屋憲一
●工芸…伊藤容子、藤田幸子、大亀和昭、宮脇泰彦、冨
田節子
【文化振興財団理事長賞】　滝元教子（俳画・絵手紙）

◀【教育委員会
教育長賞】

湯川鐡男
「ウトロのウロンコ岩」
（洋画）

▼【市議会議長賞】 木瀬仁子「明星」（書道）

☎469-7132

【市長賞】▶
戸野博之　
「燻銀連文大鉢」
（陶芸）

問合先　生涯学習課
　今年度は8部門277点の出品があり、審査の結
果、各入賞者が決まりました。（順不同・敬称略）

2017年 泉佐野市成人式
　当日は案内ハガキを持参してください。
日時　来年1月9日㈷ 午前10時～（受付：午前9時15分～）
場所　エブノ泉の森 大ホール　
対象　平成8年4月2日～平成9年4月1日の出生者
※現在、本市から転出されている新成人でも、事前手続きなしに式への参加
が可能です。
問合先　青少年課（☎469-1106 Fax469-0917）
※詳しくはホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/kyoiku/
seishonen/menu/seijinsai.html）をご覧ください。

平成28年度文化祭市民展 入賞者

　就労支援フェア2017・高年齢者雇用促進フェア　
～合同就職面接会・各種相談会～

　就職困難者（＊）、未就職卒業者をはじめ、就職を希望する人全般を対象にした「合
同就職面接会」を開催します。
　また、専門相談員による各種就労相談も実施します。
日時　1月14日㈯ 午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール 2階
内容
●就職面接会
●各種専門相談（障害者・女性〔ひとり親家庭の親〕・中高年齢者・若年者・シル
バー人材センター相談、福祉人材支援センター相談など）
●職業適性診断
●面接速成講座
参加企業　泉佐野市内をはじめ府内などの事業所
（15社出展予定）
主催　泉佐野市、泉佐野商工会議所、大阪府
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
※参加無料

（＊）就職困難者…障害者、ひとり親家庭の親、中高
年齢者（45歳以上）、就労経験の少ない若年者などで、
働く意欲がありながら、年齢・身体的機能・家族構成・
出身地などさまざまな要因で雇用・就労を妨げられ、
実現できていない人 
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